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市
長
就
任
あ
い
さ
つ

みんなでガンバルまち桐生に

共感・共創のまちづくり

広報きりゅう令和元年７月号

　
　
桐
生
独
自
の
子
育
て
・

　
教
育
環
境
の
整
備

　
“
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
ま
ち

桐
生
”
の
実
現
に
取
り
組
み
ま
す
。

妊
娠
、
出
産
、
産
後
、
育
児
ま
で

切
れ
目
な
く
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す
。
そ
し
て
、
全
て
の
人
が

生
き
生
き
と
活
躍
で
き
る
男
女
共

同
参
画
社
会
の
実
現
に
努
め
る
と

と
も
に
、
誰
も
が
家
事
・
育
児
・

介
護
に
積
極
的
に
参
加
す
る
意
識

改
革
を
促
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
桐
生
の
誇
る
べ
き
歴
史

や
文
化
、
豊
か
な
自
然
環
境
を
活

用
し
、
桐
生
か
ら
世
界
へ
羽
ば
た

く
人
材
の
育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

最
先
端
技
術
に
触
れ
た
り
、
幼
児

か
ら
英
語
に
親
し
む
こ
と
が
で
き

る
環
境
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、

群
馬
大
学
と
連
携
し
た
「
サ
イ
エ

ン
ス
ド
ク
タ
ー
事
業
」
や
「
未
来

創
生
塾
」
の
充
実
、
幼
児
・
小
学

生
へ
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
支

援
な
ど
の
体
系
化
を
図
り
、
幼
児

期
か
ら
義
務
教
育
終
了
ま
で
連
続

性
の
あ
る
、
桐
生
独
自
の
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
構
築
に
取
り
組
み
ま

す
。

　
さ
ら
に
、
い
じ
め
、
虐
待
、
Ｄ

Ｖ
、
自
殺
の
未
然
防
止
に
重
点
を

置
い
た
、
子
ど
も
の
命
を
総
合
的

に
守
る
体
制
を
検
討
す
る
と
と
も

に
、
職
業
体
験
な
ど
を
通
じ
て
子

ど
も
が
“
桐
生
で
働
き
、
桐
生
に

住
み
続
け
た
い
”
と
思
え
る
よ
う

な
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　
人
口
減
少
対
策

　
桐
生
の
素
晴
ら
し
い
魅
力
や
資

源
を
積
極
的
に
発
信
し
、
祭
り
や

地
域
の
行
事
に
参
加
す
る
交
流
人

口
や
関
係
人
口
を
増
や
す
こ
と
で
、

定
住
人
口
の
増
加
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
「
き
り
ゅ
う
暮
ら
し

応
援
事
業
」
の
成
果
な
ど
を
検
証

し
、
よ
り
効
果
的
な
内
容
と
な
る

よ
う
見
直
し
な
が
ら
、
移
住
や
定

住
の
増
加
に
努
め
る
と
と
も
に
、

県
と
共
同
で
移
住
支
援
事
業
を
実

施
す
る
な
ど
、
東
京
圏
か
ら
の
移

住
や
就
労
を
促
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
今
後
急
速
に
進
む
こ
と

が
見
込
ま
れ
る
国
際
化
に
対
応
す

べ
く
、
民
間
企
業
と
連
携
し
な
が

ら
、
外
国
人
を
受
け
入
れ
る
こ
と

が
で
き
る
環
境
の
整
備
を
行
い
ま

す
。

　
産
業
振
興
と
雇
用
拡
大

　
商
業
振
興
で
は
、
地
元
消
費
を

奨
励
す
る
恒
例
行
事
と
し
て
“
今

日
は
地
元
の
お
店
で
買
い
物
し
よ

う
”
の
日
を
提
唱
す
る
「
ス
モ
ー

ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
サ
タ
デ
ー
」
の

桐
生
版
を
研
究
し
ま
す
。

　
工
業
振
興
で
は
、
市
内
企
業
、

群
馬
大
学
、
学
術
・
研
究
機
関
、

金
融
機
関
の
交
流
促
進
と
連
携
強

化
を
図
り
、
次
世
代
産
業
へ
つ
な

が
る
研
究
や
起
業
を
強
力
に
支
援

す
る
と
と
も
に
、
豊
か
な
水
資
源

な
ど
の
自
然
を
生
か
し
た
企
業
誘

致
に
努
め
ま
す
。

　
創
業
支
援
と
し
て
は
、
空
き
家

や
空
き
店
舗
の
活
用
を
促
す
な
ど
、

起
業
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
と
き

め
細
か
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
、
地

域
経
済
と
の
好
循
環
を
生
み
出
す

“
小
さ
く
て
も
キ
ラ
リ
と
光
る
ビ

ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
あ
る
ま
ち
”

を
目
指
し
ま
す
。

　
農
業
振
興
で
は
、
新
田
み
ど
り

農
協
や
県
と
連
携
し
て
、
農
産
物

の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
担
い
手
不
足
解

消
な
ど
に
努
め
る
と
と
も
に
、
６

次
産
業
化
を
支
援
す
る
企
業
の
誘

致
を
目
指
し
ま
す
。

　
林
業
振
興
で
は
、
木
材
需
要
の

拡
大
を
目
指
し
、梅
田
町
に
開
設
さ

れ
た
桐
生
木
材
ヤ
ー
ド
の
活
用
を

図
る
と
と
も
に
林
業
生
産
基
盤
で

あ
る
林
道
整
備
事
業
を
県
と
連
携

し
て
継
続
的
に
実
施
し
ま
す
。

　このたび、市民の皆様のご支持をいただき、新元号令和の幕開けと
ともに桐生市のかじ取りをさせていただくことになりました。
　人口減少という大きな課題に直面していますが、この新たな時代に、
シティブランディング戦略の取り組みなどを通して桐生の潜在能力を
最大限に引き出し、若者が夢を持ち、一人ひとりが輝き、そして誰も
が住み続けたくなる、そんな桐生市を、市民の皆様と共に感じ、共に
創ってまいります。
　目に見える形で市民の皆様が元気になるよう、産学官民金の総力を
結集し、スピード感と決断力をもって、全身全霊を注ぎ市政運営にま
い進しますので、皆様のご支援とご協力をよろしくお願いします。
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市
民
力
を
生
か
し
た

　
観
光
誘
客

　
令
和
２
年
４
月
か
ら
６
月
に
開

催
さ
れ
る
群
馬
デ
ィ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
絶
好
の

機
会
と
捉
え
、
（
仮
称
）
観
光
情

報
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、
情
報
発

信
力
の
強
化
を
図
り
な
が
ら
、
観

光
客
の
増
加
に
努
め
ま
す
。

　
日
本
遺
産
で
も
あ
る
重
要
伝
統

的
建
造
物
群
保
存
地
区
は
、
“
桐

生
の
顔
”
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
保

存
・
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、

観
光
客
の
利
便
性
向
上
を
図
り
ま

す
。

　
ま
た
、
桐
生
八
木
節
ま
つ
り
を

は
じ
め
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
観
光

誘
客
す
る
市
民
団
体
を
積
極
的
に

支
援
し
、
誘
客
強
化
と
地
域
経
済

発
展
に
結
び
つ
け
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
外
国
人
や
大
都
市
圏

か
ら
の
観
光
誘
客
に
戦
略
的
に
取

り
組
み
、
近
隣
市
と
観
光
イ
ベ
ン

ト
や
周
遊
コ
ー
ス
づ
く
り
な
ど
で

連
携
し
ま
す
。

　
安
全
・
安
心
の

　
暮
ら
し
づ
く
り

　
防
災
対
策
で
は
、
頻
発
す
る
ゲ

リ
ラ
豪
雨
や
、
予
測
不
能
な
巨
大

地
震
な
ど
、
災
害
か
ら
命
を
守
る

た
め
地
域
、
学
校
、
家
庭
の
備
え

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
近
年
は
異
常
気
象
に
よ

り
、
真
夏
に
気
温
が
40
度
を
超
え

る
こ
と
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

公
共
施
設
の
熱
中
症
予
防
休
憩
所

と
し
て
の
活
用
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
熱
中
症
が
発
生
し
や
す
い

グ
ラ
ウ
ン
ド
や
公
園
な
ど
に
お
け

る
対
策
も
進
め
ま
す
。

　
交
通
安
全
・
防
犯
対
策
で
は
、

全
国
的
に
、
通
学
路
な
ど
で
子
ど

も
が
巻
き
込
ま
れ
る
交
通
事
故
や
、

不
審
者
に
よ
る
声
掛
け
、
特
殊
詐

欺
被
害
な
ど
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

歩
道
な
ど
の
道
路
環
境
整
備
や
各

種
防
犯
対
策
に
取
り
組
み
、
子
ど

も
や
高
齢
者
の
安
全
・
安
心
を
確

保
し
て
い
き
ま
す
。

　
そ
し
て
、
地
域
医
療
の
中
核
を

担
う
桐
生
厚
生
総
合
病
院
に
つ
い

て
は
、
市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
し

て
い
く
た
め
に
広
域
的
に
連
携
し
、

命
を
守
る
救
急
医
療
体
制
を
充
実

さ
せ
る
と
と
も
に
、
医
師
不
足
の

解
消
、
待
ち
時
間
の
改
善
、
経
営

健
全
化
、
介
護
者
の
負
担
軽
減
を

目
的
と
し
た
レ
ス
パ
イ
ト
入
院
の

受
け
入
れ
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
生
き
が
い
と
健
康
の

　
ま
ち
づ
く
り

　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
河
川
敷
公
園

の
整
備
と
有
効
活
用
に
よ
り
、
地

域
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
を
活
性
化
す

る
と
と
も
に
、
健
康
ポ
イ
ン
ト
制

度
の
導
入
な
ど
で
、
健
康
寿
命
の

延
伸
を
図
り
な
が
ら
、
健
康
で
生

き
が
い
の
あ
る
暮
ら
し
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
高
齢
者
も
健
康
で
生
き

が
い
を
持
っ
て
暮
ら
し
、
幸
せ
を

実
感
で
き
る
よ
う
、
生
涯
学
習
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
成
人
病
の

予
防
や
介
護
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
便
利
で
快
適
な

　
交
通
網
の
整
備

　
桐
生
の
誇
る
鉄
道
網
、
お
り
ひ

め
バ
ス
や
Ｍ
Ａ
Ｙ
Ｕ
を
有
効
に
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
運
転
免
許

証
返
納
者
や
交
通
弱
者
に
も
利
用

し
や
す
い
交
通
シ
ス
テ
ム
を
構
築

し
、
交
流
人
口
の
増
加
に
も
つ
な

げ
ま
す
。

　
ま
た
、
北
関
東
自
動
車
道
へ
の

ア
ク
セ
ス
道
の
早
期
完
成
や
、
国

道
50
号
４
車
線
化
の
早
期
実
現
に

つ
き
ま
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
築
い

て
き
た
県
と
の
パ
イ
プ
を
フ
ル
に

活
用
し
、
国
へ
の
働
き
か
け
を
強

力
に
進
め
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
広
域
道
路
網
の
整
備
、

主
要
道
路
の
交
差
点
改
良
、
道

路
・
橋
梁
の
長
寿
命
化
な
ど
に
取

り
組
み
、
渋
滞
の
解
消
や
物
流
の

強
化
を
図
り
ま
す
。

　
市
民
参
加
と

　
市
役
所
一
新

　
“
現
場
に
神
宿
る
”
を
実
践
し
、

職
員
が
役
所
で
待
つ
体
制
か
ら
、

積
極
的
に
現
場
へ
出
向
く
よ
う
転

換
し
ま
す
。
現
場
に
出
向
き
、
市

民
、
団
体
、
企
業
に
加
え
、
学
生

や
若
者
と
も
懇
談
会
な
ど
で
意
見

交
換
を
行
い
、
次
世
代
の
リ
ー
ダ

ー
育
成
を
図
り
つ
つ
若
者
の
発
想

を
市
政
に
反
映
し
ま
す
。

　
ま
た
、
市
の
営
業
企
画
部
門
と

し
て
の
広
報
監
の
設
置
を
検
討
し
、

桐
生
が
持
つ
多
様
な
資
源
を
有
効

活
用
し
た
、自
主
財
源
の
拡
充
に
結

び
つ
く
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

　
新
里
・
黒
保
根
支
所
は
、
産
業

や
文
化
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

特
性
を
生
か
し
た
施
策
の
推
進
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
図
る

た
め
、
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
十

分
に
発
揮
し
て
い
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
職
員
に
は
、
前
例
主

義
か
ら
脱
却
し
、
一
人
ひ
と
り
が

行
政
の
プ
ロ
と
し
て
の
自
覚
の
下
、

提
案
力
を
発
揮
し
、
生
き
生
き
と

活
躍
で
き
る
市
役
所
と
な
る
よ
う
、

意
識
改
革
を
促
し
ま
す
。

　
未
来
志
向
の
広
域
行
政

　
「
桐
生
・
み
ど
り
未
来
会
議
」

の
設
置
を
提
案
し
ま
す
。
両
市
が

一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
で
、

両
市
民
が
暮
ら
し
や
す
く
、
一
体

感
が
醸
成
で
き
る
よ
う
な
テ
ー
マ

に
つ
い
て
協
議
を
行
い
、
将
来
に

向
か
っ
て
よ
り
良
い
関
係
を
築
い

て
い
き
ま
す
。
な
お
、
市
庁
舎
の

建
て
替
え
に
つ
い
て
は
既
に
策
定

さ
れ
て
い
る
庁
舎
整
備
基
本
方
針

の
内
容
を
精
査
し
た
上
で
、
合
併

特
例
債
の
活
用
期
限
な
ど
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
早
急
に
判
断
し
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
地
域
に
し
か
自
生

し
な
い
カ
ッ
コ
ソ
ウ
を
は
じ
め
と

し
た
豊
か
な
自
然
を
将
来
へ
引
き

継
ぐ
た
め
の
環
境
保
全
や
、
多
く

の
自
治
体
が
共
通
の
課
題
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
る
少
子
高
齢
化
、

人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て
も
、
広

域
的
に
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い

く
た
め
、
次
世
代
の
広
域
行
政
の

在
り
方
を
近
隣
自
治
体
と
共
に
考

え
て
い
き
ま
す
。

　
新
た
な
価
値
観
を
創
造
・

　
共
有
す
る
ま
ち
づ
く
り

　

「
持
続
可
能
な
開
発
目
標(

Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ)

」
の
理
念
を
市
の
施
策

に
反
映
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
安

心
し
て
住
み
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
市
民

の
皆
様
と
価
値
観
を
共
有
し
て
い

き
ま
す
。

　
ま
た
、
限
り
あ
る
財
源
の
中
、

全
て
の
市
民
ニ
ー
ズ
を
行
政
だ
け

で
カ
バ
ー
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、

今
や
公
民
連
携
の
視
点
は
あ
ら
ゆ

る
施
策
で
不
可
欠
で
す
。
市
民
の

皆
様
が
持
つ
場
所
、
モ
ノ
、
時
間
、

経
験
、
能
力
を
無
駄
な
く
共
有

（
シ
ェ
ア
）
す
る
こ
と
で
、
公
助

か
ら
共
助
へ
の
転
換
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
町
会
・
自
治
会
が
抱

え
る
担
い
手
不
足
や
地
域
間
格

差
な
ど
の
課
題
の
解
決
に
向
け
、

“
持
続
的
に
自
立
で
き
る
地
域
活

動
”
を
、
市
民
の
皆
様
と
共
に
考

え
、
共
に
創
っ
て
い
き
ま
す
。
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令和元年度 ６月補正予算　
　今年度の一般会計当初予算は、市長選挙を控えていたことから骨格予算として編成し
ていました。そのため、今回の補正予算には、桐生市の将来を見据え、必要と考えられ
る政策的経費や新規事業を盛り込み、肉付補正予算として、計上しました。
　６月補正予算のうち、肉付補正予算に係る事業の概要をお知らせします。
　問い合わせは、財政課財政担当（☎内線527）へ。

概要

一般会計予算

骨格予算額 447 億 5,000 万円
肉付補正予算額 2 億 5,170 万円

16
計上
事業

450 億 170 万円
（前年度当初予算比 1.3％増）

合計額

（肉付補正）

肉付補正予算の事業概要
防犯対策事業
高齢者を対象に自動通話録音機能などの防犯機能
を備えた電話機などの購入補助を実施

徴収事業
市税納税者の利便性向上のため、スマートフォンか
らのクレジット納付などができるシステムを導入

子どもの居場所づくり応援事業
安心して過ごせる居場所を提供するため、定期的
に子ども食堂を実施する団体に補助を実施

予防接種事業
高齢者肺炎球菌予防接種の任意接種一部助成の対
象年齢を75歳以上から65歳以上に拡大

母子健康診査事業
妊婦の健康を保持し、健康な子どもの出産を支援
するため、妊婦に対する歯科健康診査を実施

観光施設運営事業
まちなかのにぎわいづくりを推進するため、本町
五丁目に（仮称）観光情報センターを開設

耐震改修促進事業
地震などにより倒壊するおそれがあるブロック塀
などを撤去する費用の補助を実施

桐生大橋長寿命化事業
第1次緊急輸送道路である桐生大橋の耐震補強工
事を行うための設計委託を実施

舗装長寿命化事業
市が管理する道路の舗装修繕を適切かつ効率的に
行い、安全安心な車両の通行を確保

新桐生駅周辺整備事業
新桐生駅の駅前広場整備に併せ、駐輪場や案内看板、
誘導表示などの整備を行うための設計委託を実施

歴史まちづくり整備事業
桐生が岡公園と重伝建地区の相互連携で周遊性を高
めるため、歩道・広場整備の設計委託などを実施

移住支援事業
東京23区（在住または在勤者）から市内に移住し、県選
定の中小企業へ就職した人などに移住支援金を支給

消防団車両の運転に必要な免許を未取得の消防団
員に対し、免許取得費用の補助を実施

全小・中学校を対象に学校給食費及び学校徴収金
の徴収・管理に係るシステムを導入

学校施設改修事業
桜木中学校の老朽化しているエレベーターを身体
障害者対応型のエレベーターに改修

重伝建公開施設整備事業
伝統的建造物を公開施設として整備するための設
計委託を実施

消防団運営事業 学校集金システム事業

50 万
9千円

219 万
3千円

40 万円
14 万
8千円

70 万円 283 万円

300 万円 4,550
万円

1億
1,300
万円

348 万
7千円

2,100
万円

1,120
万円

40 万円

2,773 万
1 千円

1,089
万円

871 万
2千円

予算額予算額
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桐生市役所　　☎0277‐46‐1111

上
級
土
木
・
上
級
建
築
・

上
級
電
気

試
験
期
日
＝
９
月
22
日
（
日
）

試
験
場
所
＝
桐
生
市
役
所

採
用
予
定
人
数
＝
各
若
干
人

試
験
内
容
＝
大
学
卒
業
程
度
以
上

の
教
養
試
験
、
専
門
試
験
、
適
性

検
査

対
象
＝
平
成
２
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
10
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人

申
し
込
み
＝
７
月
12
日
（
金
）
か

ら
29
日
（
月
）
ま
で
（
土
、
日
、

祝
日
を
除
く
）
に
、
直
接
（
午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
）
ま

た
は
郵
送
（
当
日
消
印
有
効
）

で
人
事
課
（
市
役
所
３
階
、
〒

３
７
６
‐
８
５
０
１
桐
生
市
役

所
）
へ
。

　
試
験
案
内
と
申
込
用
紙
は
、
市

役
所
３
階
の
人
事
課
、
市
役
所
１

階
の
総
合
案
内
所
、
新
里
・
黒
保

根
支
所
、
各
公
民
館
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
第
１
次
試
験
合
格
者
に

対
す
る
第
２
次
試
験
は
10
月
中
旬
、

第
２
次
試
験
合
格
者
に
対
す
る
最

終
試
験
は
11
月
上
旬
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
人
事
課
人
事

担
当
（
☎
内
線
５
４
２
）
へ
。

初
級
事
務
・
初
級
土
木

試
験
期
日
＝
９
月
22
日
（
日
）

試
験
場
所
＝
桐
生
市
役
所

採
用
予
定
人
数
＝
各
若
干
人

試
験
内
容

▼
初
級
事
務
…
高
校
卒
業
程
度
以

上
の
教
養
試
験
、
適
性
検
査

▼
初
級
土
木
…
高
校
卒
業
程
度
以

上
の
教
養
試
験
、
専
門
試
験
、
適

性
検
査

対
象
＝
平
成
８
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
14
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
。
た
だ
し
、
大
学
卒
業

（
見
込
み
を
含
む
）
の
人
は
申
し

込
み
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
初
級

事
務
採
用
試
験
に
つ
い
て
は
、
今

年
度
実
施
す
る
上
級
行
政
採
用
試

験
を
受
験
し
た
人
は
、
受
験
で
き

ま
せ
ん
。

申
し
込
み
＝
７
月
12
日
（
金
）
か

ら
29
日
（
月
）
ま
で
（
土
、
日
、

祝
日
を
除
く
）
に
、
直
接
（
午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
）
ま

た
は
郵
送
（
当
日
消
印
有
効
）

で
人
事
課
（
市
役
所
３
階
、
〒

３
７
６
‐
８
５
０
１
桐
生
市
役

所
）
へ
。

　
試
験
案
内
と
申
込
用
紙
は
、
市

役
所
３
階
の
人
事
課
、
市
役
所
１

階
の
総
合
案
内
所
、
新
里
・
黒
保

根
支
所
、
各
公
民
館
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
第
１
次
試
験
合
格
者
に

対
す
る
第
２
次
試
験
は
10
月
中
旬
、

第
２
次
試
験
合
格
者
に
対
す
る
最

終
試
験
は
11
月
上
旬
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
人
事
課
人
事

担
当
（
☎
内
線
５
４
２
）
へ
。

初
級
消
防

試
験
期
日
＝
９
月
22
日
（
日
）

試
験
場
所
＝
消
防
本
部

採
用
予
定
人
数
＝
若
干
人

試
験
内
容
＝
高
校
卒
業
程
度
以
上

の
教
養
試
験
、
作
文
、
体
力
試
験

対
象
＝
平
成
８
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
14
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
。
た
だ
し
、
大
学
卒
業

（
見
込
み
を
含
む
）
の
人
は
申
し

込
み
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
今
年

度
実
施
す
る
消
防
職
員
上
級
採
用

試
験
を
受
験
し
た
人
は
、
受
験
で

き
ま
せ
ん
。

申
し
込
み
＝
７
月
12
日
（
金
）
か

ら
29
日
（
月
）
ま
で
（
土
、
日
、

祝
日
を
除
く
）
に
、
直
接
（
午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
）
ま

た
は
郵
送
（
当
日
消
印
有
効
）
で

消
防
本
部
総
務
課
（
〒
３
７
６
‐

０
０
２
７
元
宿
町
13
‐
38
）
へ
。

　
試
験
案
内
と
申
込
用
紙
は
、
消

防
本
部
総
務
課
、
両
消
防
署
・
各

分
署
、
市
役
所
１
階
の
総
合
案
内

所
、
新
里
・
黒
保
根
支
所
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
第
１
次
試
験
合
格
者
に

対
す
る
第
２
次
試
験
は
10
月
中
旬
、

第
２
次
試
験
合
格
者
に
対
す
る
最

終
試
験
は
11
月
上
旬
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
消
防
本
部
総

務
課
庶
務
係（
☎
47
１
７
０
１
）へ
。

経
験
者
採
用

採
用
予
定
人
数
＝
若
干
人

対
象
＝
昭
和
35
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
２
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
で
、
民
間
企
業
な
ど
の
職

務
経
験
が
通
算
５
年
以
上
あ
り
、

次
の
（
ア
）
か
ら
（
ウ
）
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
人

（
ア
）
次
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を

有
す
る
人
…
①
建
築
基
準
適
合
判

定
資
格
者
②
一
級
建
築
士
③
第
二

種
電
気
主
任
技
術
者
④
第
三
種
電

気
主
任
技
術
者

（
イ
）
大
学
で
考
古
学
を
専
攻
し
、

埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
・
調
査
業
務

に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
人

（
ウ
）
専
門
性
の
高
い
業
務
に
従

事
し
、
ま
た
は
専
門
的
な
知
識
を

有
し
、
そ
の
専
門
性
が
行
政
の
分

野
に
十
分
生
か
せ
る
人

試
験
内
容

第
１
次
試
験
…
書
類
選
考

第
２
次
試
験
・
最
終
試
験
…
個
人

面
接
な
ど
を
行
い
ま
す
（
試
験
期

日
な
ど
は
、
そ
れ
ぞ
れ
第
１
・
２

次
試
験
合
格
通
知
書
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
）
。

申
し
込
み
＝
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

直
接
（
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分
、
土
、
日
、
祝
日
、
年
末

年
始
を
除
く
）
ま
た
は
郵
送
で
人

事
課
（
市
役
所
３
階
、
〒
３
７
６

‐
８
５
０
１
桐
生
市
役
所
）
へ
。

　
試
験
案
内
と
申
込
用
紙
は
、
市

役
所
３
階
の
人
事
課
、
市
役
所
１

階
の
総
合
案
内
所
、
新
里
・
黒
保

根
支
所
、
各
公
民
館
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
人
事
課
人
事

担
当
（
☎
内
線
５
４
２
）
へ
。

桐
生
市
職
員
・
消
防
職
員
採
用
試
験

申
し
込
み
は
、
７
月
29
日
（
月
）
ま
で

経
験
者
採
用
は
随
時
受
け
付
け
ま
す

キノピー
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８
月
２
日
（
金
）

全
日
本
八
木
節
競
演
大
会

　

予
選
会

　
市
民
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

　
午
前
10
時
30
分
か
ら

　

決
戦
大
会

　
本
町
五
ワ
イ
ド
ス
テ
ー
ジ
（
足

　
利
銀
行
前
）

　
午
後
６
時
30
分
～
９
時
30
分

子
ど
も
み
こ
し
ま
つ
り

　

キ
ッ
ズ
フ
ェ
ス
テ
バ
ル

　
新
川
公
園

　
午
後
１
時
30
分
～
６
時
頃

　
み
こ
し
パ
レ
ー
ド

　
新
川
公
園
～
市
内
各
所
～
新
川

　
公
園

　
午
後
３
時
45
分
～
５
時
頃

八
木
節
お
ど
り

　

本
町
二
：
本
二
宏こ
う
り
ゅ
う
お
お

龍
大
や
ぐ
ら

　

（
矢
野
園
駐
車
場
前
）

　
午
後
７
時
～
９
時
45
分

　
本
町
五
：
粋
す
い
し
ょ
う
お
お

翔
大
や
ぐ
ら
（
ガ

　

ス
プ
ラ
ザ
前
）

　
午
後
７
時
～
９
時
45
分

　
本
町
六
（
メ
モ
リ
ー
ド
前
）

　
午
後
７
時
～
９
時
45
分

　
末
広
町
（
Ｍメ

ガ

Ｅ
Ｇ
Ａ
ド
ン
・
キ

　

ホ
ー
テ
前
）

　
午
後
７
時
～
９
時
45
分

　
錦
町
（
雷
電
神
社
前
）

　
午
後
７
時
～
９
時
45
分

　

８
月
３
日
（
土
）

織
都
桐
生
千
三
百
年
桐
生
織
物
メ

チ
ャ
ク
チ
ャ
市
（
桐
生
織
物
産
地

謝
恩
セ
ー
ル
）

　
市
民
文
化
会
館
ス
カ
イ
ホ
ー
ル

　
お
よ
び
第
１
会
議
研
修
室

　
午
前
10
時
～
午
後
１
時

Ｋキ

リ

ュ

ウ

Ｉ
Ｒ
Ｙ
Ｕ　

Ｗウ

ォ

ー

タ

ー

Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｒ　

Ｇガ

ン

ガ

ン

Ｕ
Ｎ
２　

Ｆフ

ェ

ス
Ｅ
Ｓ　

～
真
夏
の

水
鉄
砲
サ
バ
イ
バ
ル
大
作
戦
～

　
有
鄰
館
お
よ
び
有
鄰
館
前

　
正
午
～
午
後
５
時
30
分

鉾ほ
こ

の
曳ひ

き
違
い

　
本
町
三
・
四
丁
目
地
内

　
午
後
７
時
～
９
時

八
木
節
子
ど
も
大
会

　
末
広
町
（
Ｍ
Ｅ
Ｇ
Ａ
ド
ン
・
キ

　
ホ
ー
テ
前
）

　
午
後
５
時
30
分
～
９
時
30
分

八
木
節
お
ど
り

　
末
広
町
（
Ｍ
Ｅ
Ｇ
Ａ
ド
ン
・
キ

　

ホ
ー
テ
前
）

　
午
後
０
時
30
分
～
３
時
30
分

　
本
町
二
：
本
二
宏
龍
大
や
ぐ
ら

　

（
矢
野
園
駐
車
場
前
）

　
午
後
７
時
～
９
時
45
分

　
本
町
五
ワ
イ
ド
ス
テ
ー
ジ
（
足

　

利
銀
行
前
）

　
午
後
６
時
30
分
～
９
時
30
分

　
本
町
五
：
粋
翔
大
や
ぐ
ら
（
ガ

　

ス
プ
ラ
ザ
前
）

　
午
後
６
時
30
分
～
９
時
45
分

　
本
町
六
（
メ
モ
リ
ー
ド
前
）

　
午
後
７
時
～
９
時
45
分

　

８
月
４
日
（
日
）

ジ
ャ
ン
ボ
パ
レ
ー
ド

　
本
町
三
丁
目
～
コ
ロ
ン
バ
ス
通

　
り
手
前

　
午
後
１
時
出
発

ダ
ン
ス
八
木
節

　
新
川
公
園

　
午
後
３
時
～
９
時
30
分

全
日
本
八
木
節

歴
代
優
勝
者
共
演
大
会

　
錦
町
（
雷
電
神
社
前
）

　
午
後
６
時
15
分
～
９
時
45
分

桐
生
八
木
節
お
ど
り
共
演
大
会

　
錦
町
（
雷
電
神
社
前
）

　
午
後
６
時
15
分
～
９
時
45
分

八
木
節
お
ど
り

　
末
広
町
（
Ｍ
Ｅ
Ｇ
Ａ
ド
ン
・
キ

　

ホ
ー
テ
前
）

　
午
後
２
時
～
５
時

　
本
町
二
：
本
二
宏
龍
大
や
ぐ
ら

　

（
矢
野
園
駐
車
場
前
）

　
午
後
７
時
～
９
時
45
分

　
本
町
五
：
粋
翔
大
や
ぐ
ら
（
ガ

　

ス
プ
ラ
ザ
前
）

　
午
後
７
時
～
９
時
45
分

　
本
町
五
ワ
イ
ド
ス
テ
ー
ジ
（
足

　

利
銀
行
前
）

　
午
後
６
時
30
分
～
９
時
30
分

　
本
町
六
（
メ
モ
リ
ー
ド
前
）

　
午
後
７
時
～
９
時
45
分

　
末
広
町
（
Ｍ
Ｅ
Ｇ
Ａ
ド
ン
・
キ

　

ホ
ー
テ
前
）

　
午
後
７
時
～
９
時
45
分

協
賛
金
に
ご
協
力
を

　
皆
さ
ん
か
ら
の
協
賛
金
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
協
賛
金
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

歩
道
の
通
行
確
保
に
ご
協
力
を

　
通
行
の
妨
げ
に
な
る
た
め
、
椅

子
や
テ
ー
ブ
ル
な
ど
を
歩
道
に
設

置
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

みこし宵
よい

の出
しゅつぎょ

御
８月１日（木）午後８時から
美和神社～本町四丁目
みこし渡

と ぎ ょ

御
８月３日（土）午後１時から
本町（天王町：本町四丁目）
みこし還

かんぎょ

御
８月４日（日）正午から
本町四丁目～美和神社

桐生祇園祭

　まつり期間中は、楽しいイベ
ントが各所で行われます。
　また、長い歴史を持つ荘厳な
桐生祇

ぎおんまつり

園祭の祭礼行事も行われ
ます。迫力あるみこし渡御など
を、ぜひご覧ください。
　問い合わせは、観光交流課観
光・物産係（☎内線369）へ。

　2

広報きりゅう令和元年７月号

 ・

6



桐生市役所　　☎0277‐46‐1111

●
●

Ｐ

Ｐ

Ｐ
Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ
Ｐ

渡
良
瀬
川

桐生
大橋

錦
桜
橋

中
通
り
大
橋

桐生商業高校

市民文
化会館

旧昭和小

市役所

（錦町十字路）

南小

コロンバス通り

上電西桐生駅

東小

中
通
り

有鄰館

本
町
通
り

天満宮

北小

西小

西公民館分館
（旧西中）
山手通り

新川
公園

▼
まつり事務局

Ｊ
Ｒ
桐
生
駅

▼

警備本部 ▼
救護本部

▲

（錦町一丁目）▲

（本町三丁目）▲

桐生第一高校

青年
の家

樹徳
高校

Ｐ

末広町通り

★

★

★

★

★

★

（本町五丁目）▲

（本町四丁目）▲

まつり事務局（☎ 43 ｰ 6908）
ＪＲ桐生駅構内市民活動推進センターゆい内

警備本部（☎ 43 ｰ 6909）
桐生ガスプラザ駐車場内

救護本部（☎ 43 ｰ 0800）
桐生ガスプラザ駐車場内

★＝やぐら

Ｐ　＝桐生市観光バス
　　駐車場
　　（大型・中型バス専用）
事前予約が必要です。
問い合わせは、観光
交流課観光・物産係
（☎内線566）へ。

Ｐ＝臨時駐車場
利用時間
11：00 ～ 22：30
※学校は教職員用駐車
　場をご利用ください。

交通規制
歩行者用道路
下の期間は歩行者専用道路になります。

８月２日（金）　15：00～ 22：00
８月３日（土）　12：00～ 22：00
８月４日（日）　12：00～ 22：00
　　８月２日（金）　15：00～ 17：00頃

車両通行可能な交差点
まつり期間中も車両通行が可能です。
ただし、錦町一丁目交差点は８月２日
（金）15：00から 17：00頃までの子
どもみこしパレード終了まで、車両通
行ができません。

おりひめバスうかい運行
　８月１日（木）から４日（日）まで、全路線が巴町二丁目、桐生
駅西側の高架下を通るコースにうかい運行します。梅田線、新桐生
駅～桐生女子高線、菱線については、中通りにもうかい運行します。
　また、中通りおよび錦町十字路交差点付近に臨時バス停を設置し
ますのでご利用ください。なお、まつり期間中は、交通渋滞により
バスの運行に遅れが発生する場合がありますので、ご注意ください。
　問い合わせは、広域連携推進室広域連携推進担当（☎内線387）
または桐生朝日自動車株式会社（☎54‐2420）へ。

西桐生 （発） 21：46
丸山下 （〃） 21：48
富士山下 （〃） 21：49
天王宿 （〃） 21：51
桐生球場前 （〃） 21：53
赤城 （〃） 21：58
東新川 （〃） 22：00
新川 （〃） 22：02
新里 （〃） 22：05
膳 （〃） 22：07
粕川 （着） 22：09

上毛電鉄 西桐生駅→粕川駅

桐生 （発） 15：44 18：29 19：27 20：20 20：59 21：45 22：30 23：07
下新田 （〃） 15：47 18：32 19：31 20：23 21：02 21：48 22：33 23：10
相老 （〃） 15：53 18：36 19：37 20：27 21：06 21：52 22：37 23：14
運動公園（〃） 15：55 18：38 19：40 20：29 21：08 21：54 22：39 23：16
大間々 （着） 16：00 18：43 19：44 20：34 21：13 21：59 22：44 23：21

わたらせ渓谷鐵道
桐生駅→大間々駅

大間々 （発） 15：16 18：00 18：55 19：53 20：39 21：21 22：09 22：49
運動公園 （〃） 15：20 18：05 18：59 19：58 20：43 21：26 22：13 22：53
相老 （〃） 15：25 18：10 19：03 20：07 20：46 21：31 22：16 22：56
下新田 （〃） 15：28 18：12 19：06 20：09 20：48 21：33 22：18 22：58
桐生 （着） 15：31 18：16 19：09 20：12 20：52 21：37 22：22 23：02

大間々駅→桐生駅

まつり期間中の連絡案内所

案内図
第 56 回 桐生八木節まつり

臨時列車８月２日（金）～４日（日）

桐生市役所　　☎0277‐46‐11117



広報きりゅう令和元年７月号

令
和
元
年
度

群
馬
県
知
事
選
挙

　
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、

必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
選
挙
管

理
委
員
会
選
挙
係
（
☎
内
線

５
３
８
・
５
３
９
）
へ
。

投
票
で
き
る
人

　
桐
生
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
る
人
で
、
下
表
１
の
と

お
り
で
す
。

投
票
の
流
れ

▼
投
票
所
入
場
券
は
郵
送
で

　
投
票
所
の
入
場
券
は
、
１
通
に

４
人
分
ま
で
を
記
載
し
た
「
シ
ー

ル
式
は
が
き
」
で
郵
送
し
ま
す
。

投
票
の
際
に
は
１
人
分
ず
つ
切
り

離
し
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
入
場
券
に
は
氏
名
や
投
票
所
名

な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

確
認
の
う
え
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
入
場
券
が
届
か
な
い
、

ま
た
は
紛
失
し
た
場
合
は
、
投
票

所
で
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

▼
投
票
は
午
前
７
時
か
ら

　

午
後
７
時
ま
で

　
投
票
時
間
は
、
い
ず
れ
の
選
挙

７
月
21
日（
日
）

群馬県知事選挙 第 25回参議院議員通常選挙

年齢要件 平成13年７月22日までに生まれた人（満18歳以上の人）

住所要件 平成31年４月３日以前から桐生市に住んでいる人（桐生市
の選挙人名簿登録基準日の3か月前）

市外へ転出
した場合

群馬県内への転出…「引き
続き県内に住所を有する旨
の証明書」の提示か、「引
き続き県内に住所を有する
ことの確認」を受ければ投
票できます。 
群馬県外への転出…投票で
きません。

桐生市から市外・県外に転
出した場合でも、転出先の
市町村の選挙人名簿に登録
されていなければ、市内の
投票所で投票できます。

市内で転居
した場合

６月20日までの転居…転居先の住所地の投票所で投票 
６月21日以降の転居…転居前の住所地の投票所で投票

※転入日、転居日はいずれも市に届出をした日のことです。

期日前投票所 投票できる期間 投票時間

桐生市役所
新里支所　

７月５日（金）
 ～20日（土）

午前8時30分
～午後8時

黒保根支所 ７月13日（土）
  ～20日（土）

※住所にかかわらず、いずれかの期日前投票所
　で投票可能
※黒保根支所は、７月13日（土）からとなりま
　す。

も
、
午
前
７
時
か
ら
午
後
７
時
ま

で
で
す
。
た
だ
し
、
馬
立
集
会
所

は
午
後
６
時
ま
で
で
す
。

▼
代
理
・
点
字
投
票

　
病
気
や
け
が
な
ど
で
、
文
字
が

書
け
な
い
人
の
た
め
に
「
代
理
投

票
」
の
制
度
が
、
目
の
不
自
由
な

人
の
た
め
に
「
点
字
投
票
」
の
制

度
が
あ
り
ま
す
。

　
投
票
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
の
で
、
必
要
な
場
合
は
投
票
所

で
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

投
票
日
に
投
票
所
に

行
け
な
い
と
き

▼
期
日
前
投
票

　
仕
事
や
旅
行
な
ど
で
投
票
日
当

日
に
都
合
が
悪
い
人
は
、
期
日
前

投
票
が
で
き
ま
す
。
投
票
で
き
る

場
所
、
期
間
、
時
間
は
下
表
２
の

と
お
り
で
す
。

　
住
所
に
か
か
わ
ら
ず
、
い
ず
れ

か
の
期
日
前
投
票
所
で
投
票
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
期
日
前
投
票
所
で
は

「
宣
誓
書
」
の
記
入
が
必
要
で
す
。

宣
誓
書
の
用
紙
は
投
票
所
に
用
意

し
て
あ
り
ま
す
が
、
各
公
民
館
と

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
あ
り
ま
す

の
で
、
あ
ら
か
じ
め
自
宅
な
ど
で

記
入
し
て
持
参
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

▼
滞
在
地
な
ど
で
の
投
票

　
投
票
日
に
仕
事
な
ど
で
他
市
町

村
に
滞
在
中
の
人
は
、
所
定
の
手

続
き
を
行
う
と
滞
在
先
の
選
挙
管

理
委
員
会
で
投
票
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
ま
た
、
都
道
府
県
が
指
定
す
る

病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入

院
・
入
所
し
て
い
る
人
は
、
そ
の

場
所
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

▼
郵
便
に
よ
る
投
票

　
身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
人

は
、
自
宅
か
ら
郵
便
で
投
票
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
場
合
は
、
事
前
に
選
挙
管

理
委
員
会
か
ら
「
郵
便
等
投
票
証

明
書
」
（
７
年
間
有
効
）
の
交
付

を
受
け
、
こ
の
証
明
書
に
所
定
の

請
求
書
を
添
付
し
、
投
票
日
の
４

日
前
ま
で
に
投
票
用
紙
を
請
求
し

て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

表１：投票できる人

表２：期日前投票

第
25
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
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65
歳
以
上
で
特
別
徴
収
の
人

（
介
護
保
険
料
が
年
金
か
ら
差
し

引
き
さ
れ
る
人
）
に
は
、
７
月
末

に
「
介
護
保
険
料
決
定
通
知
書
」

を
郵
送
し
ま
す
。

　
ま
た
、
普
通
徴
収
の
人
（
介
護

保
険
料
が
年
金
か
ら
差
し
引
き
さ

れ
な
い
人
）
に
は
、
７
月
中
旬
に

「
介
護
保
険
料
納
付
通
知
書
」
を

郵
送
し
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
長
寿
支
援

課
介
護
管
理
給
付
係
（
☎
内
線

所得
段階

年間保険料額
（カッコ内は　　
　昨年度保険料）

対象者

１
　２万9,700円

（３万5,600円）

①生活保護を受けている人　　　
②世帯全員が市民税非課税で、老 
齢福祉年金を受けている人　　　
③世帯全体が市民税非課税で、前
年の合計所得金額と課税年金収入
額の合計額が80万円以下の人  　

２
　４万7,500円

（５万5,400円）

世帯全体が市民税非課税で、前年
の合計所得金額と課税年金収入額
の合計額が120万円以下の人　　

３
　５万7,400円

（５万9,400円）
世帯全員が市民税非課税で、上記
以外の人　　　　　　　　　　　

介
護
保
険
料
通
知
書
を
郵
送
し
ま
す

３
９
０
～
３
９
３
）
へ
。

普
通
徴
収
の
納
付

　
普
通
徴
収
の
納
期
は
、
７
月
か

ら
翌
年
２
月
ま
で
の
８
回
で
す
。

納
期
限
ま
で
に
忘
れ
ず
に
納
め
て

く
だ
さ
い
。

納
付
場
所
＝
市
役
所
１
階
の
長
寿

支
援
課
、
新
里
・
黒
保
根
支
所
、

境
野
・
広
沢
・
梅
田
・
相
生
・
川

内
・
菱
公
民
館
、
指
定
金
融
機
関

※
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
は

納
付
で
き
ま
せ
ん
。

介
護
保
険
料
の
滞
納
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

　
特
別
な
事
情
が
な
く
保
険
料
の

滞
納
が
続
く
と
、
利
用
者
負
担
割

合
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
な
ど
の
措

置
が
と
ら
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き

は
、
早
め
に
長
寿
支
援
課
介
護
管

理
給
付
係
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　10月からの消費税率引き上げに伴い、令和元年度
の介護保険料が軽減されます。
対象＝65歳以上で第１～３段階の所得段階に該当す
る人
　問い合わせは、長寿支援課介護管理給付係（☎内線
390～393）へ。

65歳以上の低所得者
介護保険料が軽減されます

　
国
民
年
金
に
は
、
所
得
が
少
な

く
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合

に
、
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
制
度

や
、
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。
な
お
、
猶
予
に
つ
い

て
は
、
学
生
を
除
く
50
歳
未
満
の

人
が
対
象
で
す
。

　
申
請
の
審
査
は
前
年
所
得
を
基

準
と
す
る
の
で
、
所
得
の
申
告
は

毎
年
必
ず
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
免
除
と
納
付
猶
予
の
申

請
は
、
原
則
と
し
て
毎
年
必
要
で

す
。 国

民
年
金
保
険
料

免
除
・
猶
予
の
制
度
が
あ
り
ま
す

　
た
だ
し
、
前
年
度
に
全
額
免
除

ま
た
は
納
付
猶
予
が
承
認
さ
れ
、

継
続
し
て
申
請
を
希
望
す
る
人
は

申
請
不
要
で
す
。

手
続
き
＝
市
役
所
１
階
の
市
民
課
、

新
里
・
黒
保
根
支
所
市
民
生
活
課

で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の
＝
印
、
本

人
確
認
書
類

　

問
い
合
わ
せ
は
、
市
民
課
年

金
係
（
☎
内
線
２
７
３
）
ま

た
は
桐
生
年
金
事
務
所
（
☎

44
２
３
１
１
）
へ
。

令
和
元
年
度

Ｑ
１　

介
護
保
険
料
と
は
？

　
介
護
保
険
と
は
「
老
後
の

安
心
を
み
ん
な
で
支
え
る
」

と
い
う
仕
組
み
で
す
。
高
齢

化
に
伴
い
増
加
す
る
介
護
負

担
を
軽
減
す
べ
く
、
40
歳
以

上
の
全
て
の
人
が
介
護
保
険

料
を
納
め
ま
す
。

Ｑ
２　

ど
う
や
っ
て
介
護
保

険
料
を
納
め
る
の
？

　
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
は
医

療
保
険
の
一
部
と
し
て
、
65

介
護
保
険
料
Ｑ
＆
Ａ歳

か
ら
は
年
金
か
ら
の
差
し

引
き
、
ま
た
は
納
付
書
で
の

納
付
と
な
り
ま
す
。

Ｑ
３　

介
護
保
険
料
は
何
に

使
わ
れ
て
い
る
の
？　

　
納
め
ら
れ
た
保
険
料
は
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
に
使
わ

れ
ま
す
。

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の

多
い
本
市
で
は
、
サ
ー
ビ
ス

内
容
も
多
岐
に
渡
り
充
実
し

て
い
ま
す
。

令和元年度介護保険料一覧（抜粋）

※65歳以上の人の介護保険料は、本人の収入や所得、世帯
　の市民税課税状況を考慮して14の所得段階を設定してい
　ます。
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国民健康保険税 
納税通知書

国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

通
知
を
７
月
中
に
郵
送
し
ま
す

　

令
和
元
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

が
決
定
し
ま
し
た
の
で
、
通
知
を
７
月
中
に
郵
送
し
ま
す
。
通
知

書
に
納
付
書
が
同
封
さ
れ
て
い
た
場
合
は
、
納
期
限
ま
で
に
忘
れ

ず
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
医
療
保
険
課
保
険
税
係
（
☎
内
線
２
７
４
・

２
７
５
）
へ
。

　
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
税
は

国
保
の
運
営
を
支
え
る
貴
重
な
財

源
で
す
。

　
国
保
に
加
入
し
て
い
る
人
が
、

病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
の
医
療

費
や
出
産
育
児
一
時
金
、
葬
祭
費

な
ど
の
費
用
は
、
皆
さ
ん
に
納
め

て
い
た
だ
く
国
保
税
と
、
国
・
県

な
ど
か
ら
の
負
担
金
、
市
か
ら
の

繰
入
金
な
ど
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
国
保
税
の
税
率

　
令
和
元
年
度
国
保
税
の
税
率
と

課
税
限
度
額
は
下
の
表
の
と
お
り

で
す
。
税
率
は
、
平
成
30
年
度
と

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
納
税
義
務
者
は
世
帯
主

　
世
帯
主
が
国
保
に
加
入
し
て
い

な
い
場
合
で
も
、
納
税
義
務
者
で

あ
る
世
帯
主
宛
に
送
付
し
ま
す
。

納
期
限
ま
で
の
納
付
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。
※
社
会
保
険
な
ど
に
加

入
し
た
後
、
国
保
の
離
脱
手
続
き

を
済
ま
せ
て
い
な
い
場
合
は
、
そ

の
人
の
分
も
含
め
て
国
保
税
が
計

算
さ
れ
て
い
ま
す
。
速
や
か
に
離

脱
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
納
付
方
法
は
い
ろ
い
ろ

　
国
保
税
の
納
付
は
、
口
座
振
替

に
で
き
ま
す
。
ま
た
、
コ
ン
ビ
ニ

令和元年度国保税の税率と限度額

医療分 支援分 介護分 算出方法

所得割 ５.８％ ２.２％ １.９％ 加入者全員の前年の
所得額をもとに算出

均等割 21,000円 7,600円 9,000円 加入者１人当たりの額
×加入者数

平等割 15,000円 6,600円 4,900円 １世帯当たりの額

限度額 610,000円 190,000円 160,000円 １世帯にかかる
課税限度額（最高額）

●
普
通
徴
収
の
人
（
保
険
料
が
年

金
か
ら
差
し
引
き
さ
れ
な
い
人
）

　
７
月
中
旬

に
保
険
料
額

決
定
通
知
書

を
郵
送
し
ま

す
。

　
納
付
書
を

同
封
し
ま
す

の
で
、
納
期

限
ま
で
に
忘

れ
ず
に
納
付

し
て
く
だ
さ

い
。

●
特
別
徴
収
の
人
（
保
険
料
が
年

金
か
ら
差
し
引
き
さ
れ
る
人
）

　
７
月
下
旬
に
特
別
徴
収
額
の
決

定
通
知
書
を
郵
送
し
ま
す
。

●
保
険
料
率

　
保
険
料
率
と
限
度
額
は
次
の
表

の
と
お
り
で
す
。
平
成
30
年
度
と

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
保
険
料
の
軽
減
措
置

が
変
更
に
な
り
ま
す
。
変
更
内
容

の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
が
、
7
月
中
旬

に
各
被
保
険
者
世
帯
へ
送
付
さ
れ

ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
納
付
は
便
利
な
口
座
振
替
で

　
口
座
振
替
（
自
動
払
込
）
は
、

納
め
忘
れ
の
心
配
や
、
納
期
ご
と

に
納
め
に
行
く
必
要
が
な
く
な
る

な
ど
、
便
利
で
確
実
な
納
付
方
法

で
す
。

　

手
続
き
は
、
通
帳
、
届
け
出

印
、
納
入
通
知
書
を
持
参
し
て
、

金
融
機
関
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
納
付
を
特
別
徴
収
か
ら

口
座
振
替
に
変
更
す
る
場
合
は
、

金
融
機
関
で
手
続
き
を
済
ま
せ
た

う
え
で
「
口
座
振
替
依
頼
書
」
の

本
人
控
え
を
持
っ
て
、
市
役
所
１

階
の
医
療
保
険
課
ま
た
は
新
里
・

黒
保
根
支
所
市
民
生
活
課
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

緑色の封筒で送ります

水色の封筒で送りますはがきで送ります

エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
も
納
付
で
き
ま
す
の
で
、
都

合
の
良
い
納
付
方
法
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

令和元年度
後期高齢者医療制度の
保険料率と限度額

所得割 ８.６％

均等割 43,600円

限度額
（最高額） 620,000円

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

額
決
定
通
知
書
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　母子・父子家庭の「福祉医療費受給者証」の有効
期限は、７月31日です。引き続き医療費の助成を
受けるには更新の手続きが必要です。対象者には、
更新の案内を７月上旬に郵送します。
　更新の際には、全員の福祉医療費受給者証、全員
の医療保険の被保険者証、印などを持参して、母ま
たは父本人がお越しください。詳しくは更新の案内
でご確認ください。

〇更新期間
７月10日（水）～23日（火）※土、日、祝日を除く
〇受付時間
午前８時30分～午後５時15分
※医療助成係は期間中のみ午後６時30分まで
〇場所
市役所１階の医療保険課または新里・黒保根支所市民
生活課
　問い合わせは、医療保険課医療助成係（☎内線
260・272）へ。

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
・

国
保
高
齢
受
給
者
証
な
ど
を
７
月
中
に
郵
送
し
ま
す

　

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
と
国
保
の
高
齢
受
給
者
証
の
有

効
期
限
は
、
７
月
31
日
で
す
。
引
き
続
き
対
象
と
な
る
人
に
は
、

新
し
い
も
の
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
８
月
以
降
は
新
し
い
も
の
を

お
使
い
く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
に
つ
い
て
は

医
療
保
険
課
医
療
助
成
係
（
☎
内
線
２
５
７
・
２
７
２
）
、
国
保

の
高
齢
受
給
者
証
に
つ
い
て
は
医
療
保
険
課
国
保
係
（
☎
内
線

２
５
８
）
へ
。

る
人
に
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
被

保
険
者
の
封
筒
に
新
し
い
「
限
度

額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
」
を
同
封
し
て
郵
送
し
ま
す
。

●
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証

　
現
在
有
効
の
「
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
を
お

持
ち
の
人
で
、
令
和
元
年
度
も
引

き
続
き
住
民
税
非
課
税
世
帯
と
な

母子・父子家庭
福祉医療費受給者証の更新

桃色の封筒で送ります

国民健康保険、後期高齢者医療、福祉医療助成のお知らせ

薄緑色の封筒で送ります

薄
黄
色
の
封
筒
で
送
り
ま
す

更新には、母または父本人が
お越しください

後期高齢者医療 
被保険者証

　
国
保
に
加
入
し
て
い
る
70
歳
か

ら
74
歳
ま
で
の
人
に
は
、
新
し
い

国
保
高
齢
受
給
者
証

高
齢
受
給
者
証
を
７
月
中
旬
に
郵

送
し
ま
す
。

　
保
険
医
療
機
関
な
ど
で
受
診
す

る
と
き
は
、
被
保
険
者
証
と
高
齢

受
給
者
証
を
一
緒
に
提
示
し
て
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
今
回
郵
送
す
る
受
給
者

証
の
有
効
期
限
は
、
令
和
２
年
７

月
31
日
で
す
。
た
だ
し
、
令
和
元

年
８
月
１
日
か
ら
令
和
２
年
７
月

31
日
ま
で
に
75
歳
を
迎
え
る
人
の

期
限
は
、
誕
生
日
の
前
日
で
す
。

３
割
負
担
で 

申
請
が
必
要
な
人

　
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

ま
た
は
国
保
の
高
齢
受
給
者
証
の

負
担
割
合
が
３
割
負
担
の
人
で
、

前
年
の
収
入
が
一
定
の
基
準
よ
り

少
な
い
場
合
は
、
申
請
す
る
こ
と

で
、
２
割
負
担
ま
た
は
１
割
負
担

に
変
更
で
き
ま
す
。

　
該
当
す
る
人
に
は
、
「
基
準
収

入
額
適
用
申
請
書
」
を
同
封
し
ま

す
の
で
提
示
さ
れ
た
期
間
内
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

11 桐生市役所　　☎0277‐46‐1111
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10
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
消
費

税
・
地
方
消
費
税
引
き
上
げ
の
影

響
を
緩
和
し
、
地
域
の
消
費
喚
起

を
目
的
に
、
低
所
得
者
・
子
育
て

世
帯
向
け
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
を
発
行
し
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、産
業
政
策
課

商
業・金
融
係（
☎
内
線
５
６
３
）へ
。

▼
対
象

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
令
和
元
年
度
の
住
民
税
非
課

税
者
※
住
民
税
課
税
者
の
扶
養
者

と
生
活
保
護
受
給
者
な
ど
を
除
く
。

②
平
成
28
年
４
月
２
日
か
ら
令
和

元
年
９
月
30
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

子
ど
も
が
い
る
世
帯
主

　
①
に
該
当
す
る
可
能
性
の
あ
る

人
に
は
７
月
下
旬
頃
に
通
知
を
送

付
し
ま
す
の
で
、
購
入
を
希
望
す

る
人
は
同
封
の
申
請
用
紙
に
て
購

入
引
換
券
の
交
付
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
。
※
申
請
後
、
要
件
の
審

査
が
あ
り
ま
す
。
②
に
該
当
す
る

人
に
は
、
９
月
下
旬
頃
、
購
入
引

換
券
を
送
付
し
ま
す
。

購
入
可
能
額
＝
①
２
万
５
０
０
０

円
分
（
２
万
円
で
購
入
）
②

２
万
５
０
０
０
円
分
（
２
万
円
で

購
入
）
×
該
当
す
る
子
ど
も
の
数

※
額
面
５
０
０
円
×
10
枚
綴
り

（
販
売
額
４
０
０
０
円
）
が
１
セ

ッ
ト
、
５
回
ま
で
分
割
購
入
可
能

使
用
期
間
＝
10
月
１
日
（
火
）
～

令
和
２
年
３
月
31
日
（
火
）

購
入
＝
購
入
引
換
券
を
持
参
し
、

所
定
の
販
売
場
所
で
購
入
し
て
く

だ
さ
い
。
※
販
売
場
所
は
決
定
後

に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
商
品
券
の
取
扱
店
を
募
集

　

本
事
業
実
施
に
伴
い
、
商
品

券
が
使
え
る
取
扱
店
を
募
集
し

ま
す
。

取
扱
店
の
条
件
＝
市
内
に
店
舗
、

事
業
所
な
ど
を
有
す
る
事
業
者
※

要
件
あ
り

申
し
込
み
＝
取
扱
店
登
録
申
請

書
を
、
直
接
市
役
所
３
階
の
産

業
政
策
課
（
☎
内
線
５
６
３
）

へ
。
郵
送
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
Ｅ

メ
ー
ル
（
〒
３
７
６
‐
８
５
０
１

桐
生
市
役
所
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

40
１
２
８
３
、sangyo@

city.
kiryu.lg.jp

）
で
も
受
け
付
け
ま

す
。
申
請
用
紙
は
産
業
政
策
課
の

ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り

ま
す
。

受
付
期
間
＝
７
月
16
日
（
火
）
～

9
月
２
日
（
月
）
※
そ
の
後
も
随

時
受
け
付
け
ま
す
。

商
品
券
の
換
金
＝
所
定
の
換
金
取

扱
金
融
機
関
な
ど
で
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
※
換
金
取
扱
金
融

機
関
、
換
金
期
間
は
決
定
後
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　環境先進都市を目指した取
り組みとして、従業員が
概
おおむ

ね20人以下の小規模企業
者（商業またはサービス業が主
たる事業の場合は５人以下）
が省エネルギー設備を導入す
る際に費用の一部を補助しま
す。なお、導入前にぐんま資源
エネルギー循環協会（☎74‐
5974）へ必ず相談ください。
対象設備＝空調、LED照明
器具など
補助額＝対象経費（設備・機
器本体、部材購入、取り付け
工事の消費税を含む費用）の
３分の１で上限20万円
募集数＝10件程度（先着順）
申し込み＝８月１日（木）か
ら、直接市役所２階の環境課
へ。申請用紙は、環境課、市
ホームページにあります。
　問い合わせは、環境課環
境都市推進係（☎内線454・
575）へ。

　省エネ対策や、小規模企業
者省エネルギー設備導入補助
金などについて説明します。
期日＝７月24日（水）
時間＝午後１時30分～４時
30分※受け付けは午後１時
から
場所＝桐生商工会議所305号
室（錦町三丁目）
申し込み＝直接または電話で、
一般社団法人ぐんま資源エネ
ルギー循環推進協会（新里町
野、☎74‐5974）へ。　
　問い合わせは、同協会また
は環境課環境都市推進係（☎
内線454・575）へ。

　
「
桐
生
温
泉
湯
ら
ら
」
の
閉
館

に
伴
い
、
お
り
ひ
め
バ
ス
の
停
留

所
を
下
図
の
と
お
り
介
護
施
設
の

入
口
付
近
へ
移
動
し
、
新
設
す
る

停
留
所
の
名
称
を
「
ユ
ー
ト
ピ
ア

広
沢
」
と
し
ま
す
。
当
停
留
所
の

発
着
時
刻
は
、
広
沢
線
・
境
野
線

と
も
に
「
桐
生
温
泉
湯
ら
ら
」
の

現
時
刻
表
か
ら
1
分
遅
く
到
着
し
、

１
分
早
く
出
発
し
ま
す
。
な
お
、

ダ
イ
ヤ
調
整
に
伴
い
、
広
沢
線
下

り
７
・
８
便
、
上
り
７
便
を
下
表

の
と
お
り
変
更
し
ま
す
。

　
ま
た
、
既
存
の
停
留
所
「
湯
ら

ら
入
口
」
の
名
称
を
「
施
設
入

口
」
に
変
更
し
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
広
域
連
携
推

進
室
広
域
連
携
推
進
担
当
（
☎
内

線
３
８
７
）
へ
。

８
月
１
日
か
ら　

お
り
ひ
め
バ
ス
停
留
所

「
ユ
ー
ト
ピ
ア
広
沢
」
を
新
設

ユートピ
ア広沢

新桐生
駅着

桐生駅
北口

７便 15：10 15：36 16：00

上り
＜広沢線変更後時刻表＞

小規模企業者
省エネルギー
設備導入補助金

企業向け
省エネセミナー

新桐生
駅発

ユートピ
ア広沢

７便 14：30 14：56
８便 15：05 15：31

下り
新停留所
ユートピア広沢

旧停留所
桐生温泉ゆらら

＜新設停留所＞

低
所
得
者
・
子
育
て
世
帯
向
け

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
を
発
行
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桐生市役所　　☎0277‐46‐1111

催
し

お
知
ら
せ

募
集

ス
ポ
ー
ツ

講
座
・
講
演

情報
ひろば

情報
ひろば

※本紙面上、費用の記載が
無いものは無料、申込方法
の記載が無いものは申し込
みは要りません。

市役所・支所業務時間
時間＝午前8時30分～午
後5時15分
休業日＝土、日、祝日、
年末年始
※市役所の住民基本台帳・
戸籍業務と税証明交付コー
ナーは午後６時30分まで
※市役所パスポート窓口は
午前9時から午後4時30分まで

日曜窓口（住民基本台帳・
戸籍に関する業務）
▶市役所
期日＝7月7日・21日、8月
4日
時間＝午前9時～午後4時

▶新里支所、境野・広
沢・梅田・相生・川内・
菱公民館
期日＝7月7日、8月4日

（7月21日は実施しません）
時間＝午前9時～午後4時

市政に対するご意見を
お寄せください
　 投 書 箱（ 市 役 所 １ 階、
両支所）、郵送、ファク
シ ミ リ（43‐1001）ま た
は市ホームページからお
寄せいただけます。
問い合わせ＝広報課（☎
内線505）

お
知
ら
せ

　

傍
聴
で
き
ま
す

　

教
育
委
員
会
定
例
会

期
日
＝
７
月
24
日（
水
）

時
間
＝
午
後
２
時
か
ら
※
午
後
１

時
30
分
か
ら
午
後
１
時
45
分
ま
で

教
育
委
員
会
総
務
課
で
受
け
付
け

場
所
＝
特
別
会
議
室（
市
役
所
３
階
）

募
集
人
数
＝
５
人（
先
着
順
）

問
い
合
わ
せ
＝
教
育
委
員
会
総
務

課（
☎
内
線
６
５
４
）

　

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

　
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
、
サ

マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
の
収
益
金
は
、

市
町
村
の
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

発
売
期
間
＝
７
月
２
日（
火
）
～

８
月
２
日（
金
）

抽
せ
ん
日
＝
８
月
14
日（
水
）

問
い
合
わ
せ
＝
群
馬
県
市
町
村
振

興
協
会（
☎
０
２
７
‐
２
９
０
‐

１
３
５
０
）

　

市
民
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン

　
７
月
６
日（
土
）は
市
民
サ
ン
ク

ス
デ
ー
と
し
て
無
料
開
放
し
、
水

泳
協
会
の
模
範
泳
法
や
相
生
中
吹

奏
楽
部
の
演
奏
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

期
間
＝
７
月
６
日（
土
）
～
８
月

25
日（
日
）※
悪
天
時
は
休
場

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
５
時

費
用
＝
大
人
３
８
０
円
、
高
校
生

１
４
０
円
※
生
徒
手
帳
の
提
示
が

必
要
、
中
学
生
以
下
70
円

問
い
合
わ
せ
＝
市
民
プ
ー
ル（
☎

53
８
８
３
０
）※
７
月
５
日（
金
）

ま
で
は
市
民
体
育
館（
☎
52
２
３

６
２
）

　

境
野
水
処
理
セ
ン
タ
ー

   

屋
上
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン

　
幼
児
や
小
学
校
低
学
年
向
け
の

プ
ー
ル
で
す
。

期
間
＝
７
月
13
日（
土
）
～
８
月

31
日（
土
）

時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

問
い
合
わ
せ
＝
境
野
水
処
理
セ
ン

タ
ー
（
☎
44
６
１
８
４
）

　

中
学
生
の
職
場
体
験
に 

　

ご
協
力
を

　
事
前
に
学
校
か
ら
事
業
所
な
ど

に
依
頼
し
ま
す
。
生
徒
の
貴
重
な

体
験
の
た
め
、
受
け
入
れ
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
期
間
＝
８
月
下
旬
～
10
月
下
旬

問
い
合
わ
せ
＝
学
校
教
育
課（
☎

内
線
６
８
３
） 

　

７
月　

日（
木
）～　

日（
土
）

   

夏
の
県
民
交
通
安
全
運
動

　
運
動
重
点
は
、
①
子
ど
も
と
高

齢
者
の
交
通
事
故
防
止
②
自
転
車

と
二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止
③
飲

酒
運
転
の
根
絶
の
３
点
で
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
安
全
安
心
課（
☎

内
線
４
６
６
）

　

夏
の
青
少
年
健
全
育
成
運
動

　

期
間
は
７
月
15
日（
祝
）か
ら
８

月
31
日（
土
）ま
で
で
す
。「
推
進

目
標
は「『
お
ぜ
の
か
み
さ
ま
県
民

運
動
』を
推
進
し
、
地
域
と
家
庭

で
子
ど
も
た
ち
の
安
全
・
安
心
な

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
を
考
え
よ

う
」で
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
青
少
年
課（
☎
47

２
１
８
４
）

　

７
月
は
青
少
年
の
非
行
・

   

被
害
防
止
全
国
強
調
月
間

　
非
行
や
事
故
、
犯
罪
か
ら
子
ど

も
を
守
る
た
め
、
地
域
が
一
体
と

な
っ
て
青
少
年
の
健
全
育
成
、
非

行
防
止
、
環
境
浄
化
に
取
り
組
み

ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
＝
青
少
年
課（
☎
47

２
１
８
４
）

意見提出手続（パブリック・コメント）

●案件名＝桐生市自然環境、景観等と再生
可能エネルギー発電設備設置事業との調和
に関する条例（案）
●募集期間＝７月12日（金）まで
●担当課＝建築指導課（☎内線674）
※案は、担当課、広報課、新里・黒保根支
所、市ホームページに有ります。

ご
寄
付
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

寄
付
金
（
敬
称
略
）

ふ
る
さ
と
桐
生
応
援
寄
附
金

4
月
16
日
～
6
月
3
日
受
け
入
れ

▼
山
洞
吉
規
／
10
万
円
▼
匿
名

／
５
万
円
▼
匿
名
／
１
万
円

▼
桐
生
市
み
ど
り
と
花
の
会
／

９
９
９
１
円
▼
わ
が
マ
マM

arket

20

11

実
行
委
員
会
／
１
万
円
▼
第
12
区

サ
ン
フ
レ
ン
ズ
／
６
万
８
６
５
０

円
▼
桐
生
ラ
タ
ン
ア
ー
ト
協
会
／

２
万
円
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広報きりゅう令和元年7月号

　

図
書
館
・
新
里
図
書
館

   

開
館
時
間
変
更

　
桐
生
八
木
節
ま
つ
り
期
間
中
は

午
後
５
時
閉
館
で
す
。
ま
た
、
期

間
中
は
図
書
館
の
新
聞
・
雑
誌
コ

ー
ナ
ー
は
休
憩
所
と
な
る
た
め
、

使
用
で
き
ま
せ
ん
。

期
間
＝
８
月
２
日（
金
）
～
４
日

（
日
）

問
い
合
わ
せ
＝
図
書
館（
☎
47
４

３
４
１
）

　

福
祉
シ
ョ
ッ
プ

　
市
内
の
障
害
者
施
設
で
作
ら
れ

た
パ
ン
や
野
菜
、
鉢
花
な
ど
を
販

売
し
ま
す
。

時
間
＝
午
前
11
時
～
午
後
１
時
30

分問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
課（
☎
内
線

２
８
２
）

▼
市
役
所
玄
関
ロ
ビ
ー

期
日
＝
７
月
25
日（
木
）※
都
合
に

よ
り
中
止
に
な
る
場
合
あ
り

▼
新
里
総
合
セ
ン
タ
ー
１
階

期
日
＝
８
月
１
日（
木
）

　

７
月
は
社
会
を
明
る
く
す
る

   

運
動
強
調
月
間

　
市
民
の
一
人
一
人
が
で
き
る
こ

と
か
ら
地
域
づ
く
り
に
参
加
し
、

「
犯
罪
や
非
行
の
な
い
安
全
・
安

心
な
社
会
」を
築
い
て
い
こ
う
と

す
る
運
動
で
す
。
期
間
中
は
、
啓

発
活
動
な
ど
を
行
い
ま
す
。　

問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
課（
☎
内
線

２
８
５
）

　

公
園
に
せ
せ
ら
ぎ

　
新
川
公
園「
帯
の
滝
」、
小
梅
琴

平
公
園「
せ
せ
ら
ぎ
水
路
」に
水
を

流
し
ま
す
。

期
間
＝
７
月
20
日（
土
）
～
８
月

31
日（
土
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
４
時

問
い
合
わ
せ
＝
公
園
緑
地
課（
☎

内
線
７
４
７
）

　

桐
生
が
岡
公
園
駐
車
場
の

　

利
用
状
況
配
信
の
延
長

　
観
光
客
の
受
け
入
れ
環
境
整
備

に
よ
る
交
流
人
口
の
拡
大
や
地
域

の
活
性
化
を
目
的
と
し
て
、
株
式

会
社
両
毛
シ
ス
テ
ム
ズ
と
の
協
働

で
取
り
組
ん
で
い
た
実
証
実
験
は

６
月
30
日（
日
）に
終
了
し
ま
す
が
、

引
き
続
き
利
用
状
況
配
信
は
行
い

ま
す
。
利
用
状
況
は
桐
生
が
岡
動

物
園
・
遊
園
地
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
確
認
で
き
ま
す
。

期
間
＝
令
和
２
年
３
月
31
日（
火
）

ま
で

時
間
＝
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
30
分

対
象
＝
第
１
・
２
・
４
駐
車
場
、

第
３
駐
車
場
の
一
部

問
い
合
わ
せ
＝
公
園
緑
地
課（
☎

内
線
７
４
７
）、
株
式
会
社
両
毛

シ
ス
テ
ム
ズ（
☎
53
３
１
３
９
）

　

ア
プ
リ
「
マ
チ
イ
ロ
」
で

　

広
報
き
り
ゅ
う
な
ど
を
配
信

　
「
広
報
き
り
ゅ
う
」、「
き
り
ゅ

う
市
議
会
だ
よ
り
」を
ア
プ
リ
ケ

ー
シ
ョ
ン「
マ
チ
イ
ロ
」で
配
信
し

て
い
ま
す
。
ア
プ
リ
内
で
表
示
さ

れ
る
広
告
に
つ
い
て
、
桐
生
市
は

一
切
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

利
用
方
法

（
１
）ｉ
Ｏ
Ｓ
端
末
を
利
用
の
人

はA
pp Store

か
ら
、A

ndroid

端
末
を
利
用
の
人
はG

oogle　

Play

か
ら「
マ
チ
イ
ロ
」の
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

（
２
）「
お
住
ま
い
の
地
域
」を
郵

便
番
号
な
ど
か
ら「
桐
生
市
」を
登
録

費
用
＝
ア
プ
リ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

や
情
報
の
送
受
信
に
は
通
信
料
が

か
か
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
広
報
課（
☎
内
線

５
０
５
）

　

市
民
の
声
ア
ン
ケ
ー
ト

　
18
歳
以
上
の
市
民
の
中
か
ら
無

作
為
に
選
ん
だ
２
０
０
０
人
を
対

象
に「
市
民
の
声
ア
ン
ケ
ー
ト
」を

行
い
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を

７
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
の
で
、

届
い
た
人
は
７
月
31
日（
水
）ま
で

に
投
か
ん
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
広
報
課（
☎
内
線

５
０
５
）

募
集

　

子
ど
も
一
日
図
書
館
員
募
集

　
本
の
貸
し
出
し
や
返
却
な
ど
の

業
務
を
体
験
し
ま
す
。

期
日
＝
７
月
24
日（
水
）

時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～
正
午

場
所
＝
図
書
館

対
象
＝
市
内
に
居
住
す
る
小
学
校

４
・
５
・
６
年
生

募
集
人
数
＝
10
人（
先
着
順
）

申
し
込
み
＝
７
月
６
日（
土
）午
前

９
時
か
ら
19
日（
金
）ま
で
に
、
直

接
ま
た
は
電
話
で
図
書
館（
☎
47

４
３
４
１
）へ
。

　
「
明
る
い
家
庭・地
域
づ
く
り

    

運
動
」
イ
メ
ー
ジ
写
真

　
入
賞
作
品
は
、
11
月
16
日（
土
）

の「
明
る
い
家
庭
・
地
域
づ
く
り

運
動
」推
進
市
民
大
会
に
お
い
て

ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
形
式
で
上
映
し

ま
す
。

応
募
方
法
＝
８
月
28
日（
水
）ま
で

に
、
プ
リ
ン
ト
写
真
の
場
合
は

各
公
民
館
に
あ
る
応
募
用
紙
を

添
え
直
接
、
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ

の
場
合
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
青
年
の

家（seishonen@
city.kiryu.

lg.jp

、
☎
47
２
１
８
４
）へ
。
※

Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
、
作
品
名
、

作
品
説
明
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
被
写
体
全
員
の
承
諾

の
有
無
を
記
入

　
「
あ
い
さ
つ
プ
ラ
ス
笑
顔
で

　

ひ
と
こ
と
運
動
」
啓
発
標
語

対
象
＝
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤

務
・
通
学
す
る
人

申
し
込
み
＝
９
月
３
日（
火
）ま
で

に
、
応
募
用
紙
ま
た
は
Ａ
５
用
紙

（
郵
送
の
場
合
は
郵
便
は
が
き
）を

直
接
ま
た
は
郵
送（
必
着
）で
生
涯

学
習
課（
市
役
所
４
階
、
〒
３
７

６
‐
８
５
０
１
桐
生
市
役
所
、
☎

内
線
６
５
１
）へ
。
応
募
用
紙
は

生
涯
学
習
課
と
各
公
民
館
に
あ
り

ま
す
。
※
標
語
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
職
業
、
勤
務・

通
学
先
を
記
入

　５月から７月にかけて黄色い花が
咲きます。繁殖力が強く、在来種を
駆逐してしまうため特定外来生物に
指定されました。なお、法律により
栽培、運搬などは禁止されています。
　オオキンケイギクを見つけたら、
根ごと抜きとり、枯らせてから市の
指定ごみ袋に入れ、燃えるごみとし
て出してください。
問い合わせ＝公園緑地課（☎内線
283）

特定外来生物オオキンケイギク
見つけたら駆除を
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桐生市役所　　☎0277‐46‐1111

広
告

催
し

お
知
ら
せ

募
集

ス
ポ
ー
ツ

講
座
・
講
演

広
告

　

自
衛
官
・
学
生
募
集

　
修
了
者
は
卒
業
・
修
了
見
込
み

も
含
み
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
自
衛
隊
群
馬
地
方

協
力
本
部
太
田
出
張
所（
☎
０
２

７
６
‐
４
５
‐
５
５
６
３
）

▼
９
月
６
日（
金
）ま
で
の
受
付

種
目
・
対
象
＝
一
般
曹
候
補
生

…
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
人
／

航
空
学
生
…
高
卒
ま
た
は
高
専

３
年
次
修
了
者
か
ら
23
歳
未
満

の
人

▼
９
月
５
日（
木
）か
ら
30
日（
月
）

ま
で
の
受
付

種
目
・
対
象
＝
防
衛
大
学
校
学

生
、
防
衛
医
科
大
学
校
医
学
科

学
生
・
看
護
学
科
学
生
…
高
卒

ま
た
は
高
専
３
年
次
修
了
者
か

ら
21
歳
未
満
の
人

▼
随
時
受
付

種
目
・
対
象
＝
自
衛
官
候
補
生
…

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
人

　

ご
推
薦
く
だ
さ
い

　

産
業
振
興
貢
献
企
業

　
市
内
の
企
業
に
多
額
の
発
注
を

し
、
市
の
産
業
振
興
に
貢
献
し
た

企
業
に
対
し
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま

す
。

対
象
＝
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
企
業
①
市
内
の
１
企
業
に
対
す

る
年
間
発
注
額
が
５
千
万
円
以
上

で
、
そ
の
企
業
の
年
間
受
注
額
の

50
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
を
占
め
る
企

業
②
市
内
の
１
企
業
へ
の
年
間
発

注
額
が
１
億
円
以
上
の
企
業

推
薦
＝
７
月
26
日（
金
）ま
で
に
、

所
定
の
推
薦
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
直
接
ま
た
は
郵
送
で
産

業
政
策
課（
市
役
所
３
階
、
〒
３

７
６
‐
８
５
０
１
桐
生
市
役
所
、

☎
内
線
５
８
４
）へ
。
新
里
・
黒

保
根
支
所
地
域
振
興
整
備
課
で
も

受
け
付
け
ま
す
。
推
薦
用
紙
は
産

業
政
策
課
と
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
あ
り
ま
す
。※
８
月
中
に
審
査・

決
定
し
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
課
母
子
保
健

　

業
務
用
封
筒
掲
載
広
告

掲
載
規
格
＝
１
枠
縦
４
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
×
横
９
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

黒
一
色

封
筒
の
規
格
＝
長
形
３
号（
１
２

０
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
×
２
３
５
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
）

作
成
枚
数
＝
９
０
０
０
枚

募
集
枠
数
＝
４
枠

使
用
期
間
＝
在
庫
終
了
後
、
作
成

し
た
封
筒
が
終
わ
る
ま
で
の
お
お

む
ね
１
、
２
年
間

応
募
条
件
＝
納
付
す
べ
き
市
税
な

ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と

申
し
込
み
＝
７
月
31
日（
水
）ま
で

に
、
申
込
書
を
直
接
保
健
福
祉
会

館
１
階
の
健
康
づ
く
り
課（
末
広

町
、
☎
47
１
１
５
２
）へ
。
申
込

用
紙
と
桐
生
市
公
用
封
筒
広
告
掲

載
要
綱
は
、
健
康
づ
く
り
課
と
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

講
座
・
講
演

　

秋
の
キ
ャ
ン
プ
教
室

期
日
・
時
間
＝
９
月
14
日（
土
）午

前
10
時
～
15
日（
日
）午
後
２
時
30

分
※
１
泊
２
日

場
所
＝
青
少
年
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

募
集
人
数
＝
親
子
10
組（
先
着
順
）

※
20
歳
以
上
の
人
が
付
き
添
え
ば
、

親
子
で
な
く
で
も
可

費
用
＝
大
人
２
５
０
０
円
、
小
・

中
学
生
２
０
０
０
円
、
未
就
学
児

（
３
～
６
歳
）５
０
０
円

申
し
込
み
＝
８
月
17
日（
土
）か
ら
、

電
話（
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）で

青
少
年
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
（
☎

32
２
６
４
４
）へ
。

　

お
も
し
ろ
科
学
教
室
「
ふ
し
ぎ

　

な
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
を
作
ろ
う
」

期
日
＝
７
月
27
日（
土
）

時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～
正
午

場
所
＝
中
央
公
民
館

対
象
＝
小
・
中
学
生
※
小
学
校
３

年
生
以
下
は
大
人
の
付
き
添
い
が

必
要　

募
集
人
数
＝
20
人（
先
着
順
）

費
用
＝
５
０
０
円

申
し
込
み
＝
７
月
９
日（
火
）か
ら

16
日（
火
）ま
で
に
、
費
用
を
添
え

て
直
接
中
央
公
民
館（
☎
47
４
３

４
３
）へ
。

　桐生市の特色ある商品を積極的に
情報発信し、地域全体のブランド化
を促進するための事業です。
　認定された商品は、市ホームペー
ジなどで積極的に宣伝します。
対象＝市内の事業者が生産・加工ま
たは開発した商品で、１年以上販売
実績があるもの。１事業者につき１
品目
認定期間＝令和２年４月１日～令和
５年３月31日
申し込み＝８月９日（金）までに、申
請書を直接、またはEメール、郵送

（必着）、ファクシミリで観光交流課
（市役所３階、kanko@city.kiryu.
lg.jp、〒376 ‐ 8501桐生市役所、
ファクシミリ40 ‐ 1283、☎内線
369）へ。申請用紙は観光交流課、
各公民館、市ホームページにありま
す。後日、商品のサンプルを提出し
てください。

桐生市の
一押し商品を募集
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広報きりゅう令和元年7月号

　

青
年
講
座「
ボ
ッ
チ
ャ
教
室
」

　
「
床
の
上
の
カ
ー
リ
ン
グ
」と
呼

ば
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

期
日
＝
８
月
20
日（
火
）・
27
日（
火
）

時
間
＝
午
後
７
時
～
９
時

場
所
＝
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
新

宿
三
丁
目
）

対
象
＝
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤

務
・
通
学
す
る
18
歳
か
ら
35
歳
く

ら
い
ま
で
の
人

募
集
人
数
＝
15
人（
先
着
順
）

申
し
込
み
＝
７
月
８
日（
月
）か
ら

８
月
13
日（
金
）ま
で
に
、
直
接
ま

た
は
電
話
で
青
年
の
家（
☎
47
２

１
８
６
）へ
。

　

自
然
観
察
の
森
行
事

申
し
込
み
＝
７
月
６
日（
土
）か

ら
、
電
話
で
自
然
観
察
の
森（
☎

65
６
９
０
１
）へ
。
※
毎
週
火
曜

日
、
７
月
17
日（
水
）は
休
園

▼
夜
の
生
き
も
の
観
察
会

期
日
＝
７
月
27
日（
土
）

時
間
＝
午
後
７
時
～
８
時
30
分

集
合
場
所
＝
自
然
観
察
の
森
駐
車
場

募
集
人
数
＝
20
人（
先
着
順
）

対
象
＝
中
学
生
以
上
※
中
学
生
は

保
護
者
の
付
き
添
い
が
必
要

▼
親
子
の
た
め
の
夏
の
虫
観
察
会

期
日
＝
７
月
28
日（
日
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
正
午

場
所
＝
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

募
集
人
数
＝
親
子
10
組（
先
着
順
）

　

に
っ
こ
り
楽
々
教
室

　

楽
し
み
な
が
ら
体
を
動
か
し
、

介
護
予
防
を
目
指
し
ま
す
。

期
日
＝
８
月
７
日
か
ら
９
月
11
日

ま
で
の
各
水
曜
日
※
８
月
14
日
を

除
く

時
間
＝
午
前
９
時
～
10
時
30
分

場
所
＝
野
間
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
新
宿
二
丁
目
）

対
象
＝
市
内
に
居
住
す
る
65
歳
以

上
の
人
で
、
原
則
５
回
参
加
で
き

る
人

募
集
人
数
＝
20
人（
先
着
順
）※
今

年
度
初
め
て
参
加
す
る
人
を
優
先

持
ち
物
な
ど
＝
飲
み
物
、
汗
拭
き

タ
オ
ル
、
室
内
用
運
動
靴
。
運
動

で
き
る
服
装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
＝
７
月
８
日（
月
）か
ら
、

直
接
ま
た
は
電
話
で
長
寿
支
援
課

（
市
役
所
１
階
、
☎
内
線
５
５
７
）へ
。

　

夏
休
み
子
ど
も
歴
史
講
座

　
歴
史
の
中
で
桐
生
が
果
た
し
て

き
た
役
割
を
説
明
し
ま
す
。

期
日
＝
７
月
25
日
か
ら
８
月
８
日

ま
で
の
毎
週
木
曜
日

時
間
＝
午
後
１
時
30
分
～
３
時

対
象
＝
小
学
校
３
年
生
～
６
年
生

募
集
人
数
＝
30
人（
先
着
順
）

申
し
込
み
＝
７
月
６
日（
土
）午
前

９
時
か
ら
20
日（
土
）ま
で
に
、
電

話
で
図
書
館（
☎
47
４
３
４
１
）へ
。

※
日
、
月
、
祝
日
を
除
く
。

　

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
の
講
座

申
し
込
み
＝
電
話
で
職
業
訓
練
セ

ン
タ
ー
（
☎
54
２
１
０
１
、
午
前

９
時
～
午
後
５
時
）へ
。
※
土
、日
、

祝
日
を
除
く

▼
夏
休
み
親
子
パ
ソ
コ
ン
教
室

「
桐
商
生
と
オ
リ
ジ
ナ
ル
う
ち
わ

を
作
っ
て『
桐
生
八
木
節
ま
つ
り
』

に
行
こ
う
！
」

期
日
＝
８
月
１
日（
木
）

時
間
＝
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30

分募
集
人
数
＝
小
学
生
と
そ
の
保
護

者
20
組（
先
着
順
）

費
用
＝
２
０
０
円（
２
セ
ッ
ト
）

申
込
期
間
＝
７
月
10
日（
水
）
～

26
日（
金
）

▼
エ
ク
セ
ル
応
用（
ビ
ジ
ネ
ス
資

料
作
成
）講
座

期
日
＝
８
月
１
日
か
ら
10
月
10
日

ま
で
の
各
木
曜
日

時
間
＝
午
後
６
時
30
分
～
８
時

対
象
＝
エ
ク
セ
ル
の
基
本
動
作
が

で
き
る
人

募
集
人
数
＝
20
人（
抽
せ
ん
）

費
用
＝
３
１
８
０
円

申
込
締
切
＝
７
月
22
日（
月
）

▼
こ
ど
も
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
入
門
講
座

期
日
＝
８
月
７
日（
水
）
～
９
日

（
金
）

時
間
＝
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30

分対
象
＝
小
学
校
３
年
生
以
上

募
集
人
数
＝
20
人（
抽
せ
ん
）

申
込
締
切
＝
７
月
25
日（
木
）

▼
介
護
事
務
講
座

期
日
＝
８
月
23
日
か
ら
令
和
２
年

１
月
24
日
ま
で
の
各
金
曜
日

時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～
午
後
０

時
30
分

募
集
人
数
＝
15
人（
抽
せ
ん
）

費
用
＝
１
万
８
２
０
円

申
込
締
切
＝
８
月
２
日（
金
）

▼
パ
ソ
コ
ン
ス
キ
ル（
ワ
ー
ド
・

エ
ク
セ
ル
）習
得
講
座

期
日
＝
８
月
21
日
か
ら
10
月
25
日

ま
で
の
毎
週
水
・
金
曜
日

時
間
＝
午
後
１
時
30
分
～
３
時

募
集
人
数
＝
10
人（
抽
せ
ん
）

対
象
＝
文
字
入
力
が
で
き
る
人

費
用
＝
６
０
７
６
円

申
込
締
切
＝
８
月
２
日（
金
）

　未就学児の事故防止と応
急手当などを学びます。
期日＝８月10日（土）・17
日（土）
時間＝午前９時30分～午
後５時30分
場所＝総合福祉センター

（新宿三丁目） 
対象＝15歳以上の人
募集人数＝30人（先着順）
費用＝1800円
申し込み＝８月２日（金）ま
でに、電話で日赤桐生市地
区事務局（福祉課内、☎内
線271）へ。

赤十字幼児安全法
支援員養成講習

広
告
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催
し

募
集

ス
ポ
ー
ツ

講
座
・
講
演

　

健
康
ダ
ン
ス
リ
ー
ダ
ー

　

養
成
講
座

　
介
護
予
防
に
効
果
的
な
シ
ニ
ア

向
け
ダ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

地
域
の
サ
ロ
ン
な
ど
で
お
役
立
て

く
だ
さ
い
。

期
日
＝
８
月
21
日（
水
）

時
間
＝
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

対
象
＝
市
内
に
居
住
す
る
お
お
む

ね
50
歳
以
上
の
人

場
所
＝
市
民
文
化
会
館
ス
カ
イ
ホ

ー
ル

募
集
人
数
＝
50
人（
抽
せ
ん
）

費
用
＝
５
０
０
円

持
ち
物
な
ど
＝
飲
み
物
、
汗
拭
き

タ
オ
ル
。
運
動
で
き
る
服
装
で
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
＝
７
月
８
日（
月
）か
ら

31
日（
水
）ま
で
に
、
電
話
で
群
馬

県
長
寿
社
会
づ
く
り
財
団（
☎
０

２
７
‐
２
５
５
‐
６
５
１
１
）へ
。

ス
ポ
ー
ツ

　

小
学
生
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　
各
教
室
と
も
先
着
順
で
、
保
護

者
の
承
諾
、
送
迎
が
必
要
で
す
。

対
象
＝
市
内
に
居
住
・
通
学
す
る

小
学
生
※
①
～
③
は
小
学
校
１
年

生
～
３
年
生

申
し
込
み
＝
直
接
ま
た
は
電
話
で

市
民
体
育
館（
☎
54
５
７
０
５
）へ
。

①
初
心
者
水
泳
教
室

期
日
＝
７
月
23
日（
火
）～
26
日（
金
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
所
＝
市
民
プ
ー
ル

募
集
人
数
＝
20
人

費
用
＝
２
０
０
０
円

持
ち
物
＝
水
着
、
ゴ
ー
グ
ル
、
タ
オ
ル

申
込
開
始
＝
７
月
８
日（
月
）か
ら

②
鉄
棒
・
マ
ッ
ト
・
跳
び
箱
教
室

期
日
＝
７
月
23
日（
火
）・
24
日

（
水
）・29
日（
月
）、８
月
２
日（
金
）

時
間
＝
午
後
２
時
30
分
～
４
時

場
所
＝
ユ
ー
ユ
ー
館

募
集
人
数
＝
20
人

費
用
＝
２
５
０
０
円

持
ち
物
＝
運
動
着
、
室
内
用
運
動
靴

申
込
開
始
＝
７
月
11
日（
木
）か
ら

③
初
心
者
軟
式
野
球
教
室

　
野
球
チ
ー
ム
に
所
属
し
て
い
な

い
児
童
が
対
象
で
す
。

期
日
＝
７
月
29
日
か
ら
８
月
９
日

ま
で
の
各
月
・
金
曜
日

時
間
＝
午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
所
＝
桐
生
球
場
附
属
球
場
ほ
か

募
集
人
数
＝
20
人

費
用
＝
５
０
０
円

持
ち
物
＝
運
動
着
、
運
動
靴
、
野

球
帽
子
、
グ
ロ
ー
ブ

申
込
開
始
＝
７
月
10
日（
水
）か
ら

④
初
心
者
卓
球
教
室

期
日
＝
７
月
23
日（
火
）・
26
日

（
金
）・30
日（
火
）、８
月
６
日（
火
）

時
間
＝
午
後
７
時
～
９
時

場
所
＝
市
民
体
育
館

募
集
人
数
＝
30
人

費
用
＝
５
０
０
円

持
ち
物
＝
運
動
着
、
室
内
用
運
動

靴
、
卓
球
ラ
ケ
ッ
ト

申
込
開
始
＝
７
月
９
日（
火
）か
ら

⑤
か
け
っ
こ
教
室

期
日
＝
８
月
19
日（
月
）・
21
日

（
水
）・
23
日（
金
）

時
間
＝
午
後
６
時
30
分
～
８
時

場
所
＝
陸
上
競
技
場

募
集
人
数
＝
30
人

費
用
＝
１
０
０
０
円

持
ち
物
＝
運
動
着
、
運
動
靴

申
込
開
始
＝
７
月
12
日（
金
）か
ら

催
し

　

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル　

　
　

桐
生
市
立
図
書
館

　
お
気
に
入
り
の
本
を
紹
介
し
合

う
ゲ
ー
ム
で
す
。
見
学
だ
け
で
も

可
能
で
す
。

期
日
＝
８
月
17
日（
土
）

時
間
＝
午
後
３
時
か
ら

場
所
＝
図
書
館

募
集
人
数
＝
８
人（
先
着
順
）

持
ち
物
＝
紹
介
し
た
い
本
１
冊

申
し
込
み
＝
7
月
20
日（
土
）午
前

９
時
か
ら
、
直
接
ま
た
は
電
話
で

図
書
館（
☎
47
４
３
４
１
）へ
。

　

夏
休
み
天
体
観
察
会

期
日
＝
８
月
10
日（
土
）

時
間
＝
午
後
6
時
30
分
～
8
時
30
分

場
所
＝
図
書
館
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

室
お
よ
び
屋
上

募
集
人
数
＝
30
人（
先
着
順
）

申
し
込
み
＝
7
月
13
日（
土
）午
前

９
時
か
ら
、
直
接
ま
た
は
電
話
で

図
書
館（
☎
47
４
３
４
１
）へ
。

　

７
月
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

期
日
＝
７
月
13
日（
土
）・
14
日

（
日
）・
27
日（
土
）・
28
日（
日
）

時
間
＝
午
後
２
時
～
２
時
40
分

場
所
＝
図
書
館
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
室

募
集
人
数
＝
50
人（
先
着
順
）

申
し
込
み
＝
当
日
、
午
前
９
時
か

ら
入
場
券
を
図
書
館（
☎
47
４
３

４
１
）で
配
布
。

　

市
民
文
化
会
館
の
催
し

場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
市
民
文
化

会
館（
☎
40
１
５
０
０
・
22
９
９

９
９
）

▼
ア
ト
リ
ウ
ム
コ
ン
サ
ー
ト　

大
城
杏
花「
雨
の
ち
晴
れ
♪
夏
ピ
ア
ノ
」

期
日
＝
７
月
10
日（
水
）

時
間
＝
正
午
～
午
後
１
時

▼
ワ
ン
コ
イ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

「
レ
ッ
ツ
・
ト
ロ
ピ
カ
ル
・
ミ
ュ

ー
ジ
ッ
ク
」

期
日
＝
７
月
27
日（
土
）

時
間
＝
午
前
11
時
30
分
～
午
後
０

時
30
分
頃

費
用
＝
５
０
０
円
※
全
席
自
由

▼

Ｓ
サ

ン

デ

ー

Ｕ

Ｎ

Ｄ

Ａ

Ｙ　

Ｂブ

ラ

ン

チ

Ｒ
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｈ　

Ｌラ

イ

ブ

Ｉ
Ｖ
Ｅ　

Ｖビ

バ

Ｉ
Ｖ
Ａ　

Ｈハ

ワ

イ

ａ
ｗ
ａ
ｉ
ｉ　

ウ

ク
レ
レ
＆
ギ
タ
ー
の
ア
コ
ー
ス
テ

ィ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト

期
日
＝
８
月
11
日（
祝
）

時
間
＝
午
後
１
時
30
分
開
演

費
用
＝
１
０
０
０
円
※
全
席
指
定
。

未
就
学
児
の
入
場
不
可

in

広
告
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桐
生
が
岡
遊
園
地
の
催
し

場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
桐
生
が
岡

遊
園
地（
☎
22
７
５
８
０
）

▼
み
ん
な
で
創
っ
て
楽
し
む
七
夕

飾
り

　
団
体
ご
と
に
竹
を
用
意
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
の
で
事
前
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
７
月
14
日

（
日
）に
七
夕
飾
り
用
の
折
紙
教
室

（
午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
。

雨
天
中
止
）を
行
い
ま
す
。

期
間
＝
７
月
11
日（
木
）
～
８
月

4
日（
日
）

▼
大
道
芸
人
た
け
ち
ゃ
ん

期
日
＝
７
月
13
日（
土
）※
雨
天
中
止

時
間
＝
①
午
前
11
時
か
ら
②
午
後

０
時
30
分
か
ら
③
午
後
２
時
か
ら

▼
カ
ブ
ト
虫
と
ふ
れ
あ
お
う
！

期
日
＝
７
月
15
日（
祝
）・
21
日

（
日
）※
雨
天
中
止

時
間
＝
①
午
前
10
時
～
11
時
②
午

後
２
時
～
３
時
※
各
回
と
も
入
場

制
限
を
設
け
る
場
合
あ
り

▼
乗
っ
て
♪
集
め
て
♪
夏
休
み
お

楽
し
み
抽
選
会

期
間
＝
７
月
22
日（
月
）
～
８
月

23
日（
金
）※
土
、
日
、
祝
日
と
８

月
13
日（
火
）か
ら
16
日（
金
）ま
で

を
除
く

▼
夏
休
み
カ
ブ
ト
虫
プ
レ
ゼ
ン
ト

期
日
＝
７
月
27
日（
土
）※
雨
天
時

は
７
月
28
日（
日
）に
順
延

時
間
＝
午
前
９
時
30
分
か
ら

申
し
込
み
＝
当
日
、
午
前
９
時
か

ら
遊
園
地
正
門
前
で
整
理
券
を
配
布

対
象
＝
小
学
生
以
下

募
集
人
数
＝
50
人（
予
定
。先
着
順
）

▼
ス
プ
レ
ー
ア
ー
ト
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

期
日
＝
７
月
27
日（
土
）

時
間
＝
①
午
前
10
時
～
正
午
②
午

後
１
時
～
３
時
※
所
要
時
間
ひ
と

り
30
分
程
度
。
午
前
９
時
30
分
か

ら
希
望
時
間
の
予
約
受
け
付
け

募
集
人
数
＝
各
回
20
人

費
用
＝
３
０
０
円

▼
び
し
ょ
ぬ
れ
注
意
！
ア
ド
ベ
ン
チ

ャ
ー
号
の
ス
プ
ラ
ッ
シ
ュ
タ
イ
ム
！

　
未
就
学
児
は
保
護
者
の
付
き
添

い
が
必
要
。
※
身
長
１
０
０
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
未
満
の
子
ど
も
は
不
可

期
日
＝
７
月
28
日（
日
）、
８
月
３

日（
土
）・
４
日（
日
）・
10
日（
土
）

※
雨
天
中
止

時
間
＝
①
午
前
10
時
30
分
～
11
時

②
午
後
１
時
30
分
～
２
時
③
午
後

２
時
30
分
～
３
時

持
ち
物
な
ど
＝
タ
オ
ル
・
着
替
え
。

濡
れ
て
も
よ
い
服
装
で
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

　

に
い
さ
と
薪
能

　

桐
生
市
能
・
狂
言
鑑
賞
教
室

　
市
内
の
中
学
校
２
・
３
年
生
を

対
象
と
し
た
鑑
賞
教
室
に
、
一
般

席
を
用
意
し
ま
し
た
。

期
日
＝
８
月
28
日（
水
）

時
間
＝
午
前
の
部
…
午
前
10
時
開

演（
午
前
９
時
30
分
開
場
）、
午
後

の
部
…
午
後
２
時
開
演（
午
後
１

時
30
分
開
場
）

場
所
＝
市
民
文
化
会
館
シ
ル
ク
ホ

ー
ル

募
集
人
数
＝
各
回
２
０
０
人（
先

着
順
）

費
用
＝
全
席
自
由
１
０
０
０
円

（
2
階
席
の
み
）。
チ
ケ
ッ
ト
は
７

月
10
日（
水
）か
ら
、
生
涯
学
習
課

（
市
役
所
４
階
）、
各
公
民
館
、
市

民
文
化
会
館
で
販
売
※
小
学
生
以

下
は
入
場
不
可

問
い
合
わ
せ
＝
新
里
公
民
館（
☎

74
４
１
５
１
）

　

桐
生
か
ら
く
り
人
形
芝
居

期
日
＝
８
月
３
日（
土
）・
17
日（
土
）

時
間
＝
午
前
10
時
30
分
～
午
後
３

時
※
１
日
５
回
上
演

場
所
＝
有
鄰
館
内
桐
生
か
ら
く
り

人
形
芝
居
館

問
い
合
わ
せ
＝
観
光
交
流
課（
☎

内
線
３
６
６
）

　

八
木
節
交
流
広
場

期
日
＝
７
月
20
日（
土
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所
＝
本
町
四
丁
目
あ
ー
と
ほ
ー

る
鉾
座

問
い
合
わ
せ
＝
観
光
交
流
課（
☎

内
線
３
６
６
）

関
連
団
体
か
ら
の

お
知
ら
せ

群
馬
大
学
公
開
講
座　

ア
ー
ト
カ
フ
ェ
in
桐
生

　
「
新
し
い
衣
服
生
産
～
マ
ス
カ

ス
タ
マ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」と
題
し

た
、
株
式
会
社
フ
ク
ル
代
表
取
締

役
木
島
広
さ
ん
に
よ
る
お
話
で
す
。

期
日
＝
７
月
13
日（
土
）

時
間
＝
午
後
３
時
～
４
時
30
分

場
所
＝
プ
ラ
ス
ア
ン
カ
ー
（
本
町

六
丁
目
）

費
用
＝
１
０
０
０
円（
飲
み
物
代

含
む
）

申
し
込
み
＝
電
話
で
プ
ラ
ス
ア

ン
カ
ー
（
☎
０
８
０
‐
１
１
５

２
‐
０
０
８
３
）、
群
馬
大
学
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ（https://koukai-

kouza.opric.gunm
a-u.

ac.jp/

）へ
。

独
立
プ
ロ
野
球
公
式
戦

群
馬
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ペ
ガ
サ
ス

「
桐
生
市
民
サ
ン
ク
ス
デ
ー
」

　

市
内
に
居
住
し
て
い
る
人
は

半
額（
７
５
０
円
※
身
分
証
の
提

示
が
必
要
）で
す
。
小
・
中
学
生
、

65
歳
以
上
の
人
、
福
祉
施
設
入
居

者
は
無
料
で
す
。

期
日
＝
①
７
月
13
日（
土
）
…
埼

玉
武
蔵
ヒ
ー
ト
ベ
ア
ー
ズ
戦
②
８

月
７
日（
水
）
…
新
潟
ア
ル
ビ
レ

ッ
ク
ス
Ｂ
Ｃ
戦
③
９
月
１
日（
日
）

…
茨
城
ア
ス
ト
ロ
プ
ラ
ネ
ッ
ツ
戦

時
間
＝
①
③
…
午
後
１
時
か
ら

（
ふ
れ
あ
い
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
は

午
後
０
時
10
分
か
ら
）②
…
午
後

６
時
か
ら（
ふ
れ
あ
い
キ
ャ
ッ
チ

ボ
ー
ル
は
午
後
５
時
10
分
か
ら
）

場
所
＝
桐
生
球
場

問
い
合
わ
せ
＝
群
馬
ス
ポ
ー
ツ
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト（
☎
０
２
７
‐
３
８

６
‐
６
０
８
８
）

よ
ろ
ず
出
張
相
談
会
in
桐
生

　
市
内
の
中
小
企
業
・
事
業
者
向

け
の
経
営
相
談
会
で
す
。

期
日
＝
７
月
19
日（
金
）、
８
月
23

日（
金
）、
９
月
20
日（
金
）

時
間
＝
①
午
前
９
時
～
正
午
②
午

後
１
時
～
４
時

場
所
＝
桐
生
商
工
会
議
所（
錦
町

三
丁
目
）

申
し
込
み
＝
桐
生
商
工
会
議
所

（
☎
45
１
２
０
１
）、
桐
生
信
用
金

庫
中
小
企
業
セ
ン
タ
ー
（
☎
44
８

１
８
１
）

ぐ
ん
ま
の
イ
ク
ボ
ス
養
成
塾

期
日
＝
８
月
２
日（
金
）

時
間
＝
午
後
１
時
30
分
～
４
時

場
所
＝
桐
生
商
工
会
議
所（
錦
町

三
丁
目
）

募
集
人
数
＝
20
人（
先
着
順
）

申
し
込
み
＝
Ｅ
メ
ー
ル
で
群
馬
県

労
働
政
策
課
女
性
・
若
者
就
職

支
援
室（
☎
０
２
７
‐
２
２
６
‐

３
４
０
４
、rouseika@

pref.
gunm

a.lg.jp

）へ
。　
　

　

広
報
き
り
ゅ
う
令
和
元
年
6

月
号
８
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た「
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
一
覧
」の「
新

里
中
央
小
学
校
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
第
1
・
2
ク
ラ
ブ
」の
受
け

入
れ
方
法
の
記
載
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。
正
し
く
は「
右
下
の

表
の『
受
け
入
れ
方
法
②
』を
ご

確
認
く
だ
さ
い
」で
す
。
お
詫
び

し
て
訂
正
し
ま
す
。
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桐生市役所　　☎0277‐46‐1111

 各 種 相 談 案 内
相談・内容 期日・時間 場所 問い合わせ

市民相談
（日常生活全般の相談）

月～金曜日（祝日を除く）
午前９時～午後４時 市民相談室（市役所２階） 市民相談室（☎内線355・503）

※電話での相談にも応じます。

無料法律相談
（弁護士による相談）

7月4日・11日・18日・25日、8月1日
の各木曜日
午前10時～正午

市民相談室（市役所２階） 市民相談室（☎内線355・503）

※要予約。２週間前から市民相談室（☎内線355・503）で、午前９時から午後４時まで先着順
に受け付けます。相談人数は１日当たり７人です。桐生市に居住している人が対象です。
7月9日（火）
午前10時～正午 新里総合センター（３階） 新里支所市民生活課

（☎74‐2212）
※要予約。7月8日(月）午後3時までに新里支所市民生活課（☎74‐2212）で、先着順に受け付
けます。相談人数は1日当たり7人です。桐生市に居住している人が対象です。

人権相談
（人権侵害や差別などに
   関する相談）
行政相談
（国などの仕事への要望・
   苦情）

7月9日・23日の各火曜日
午後1時30分～3時30分 市民相談室（市役所２階） 市民相談室（☎内線573）

※市民相談室での人権相談は女性相談員が対応できます。希望者は、お申し出ください。
7月1日（月）・8月1日（木）
午前9時30分～11時30分 新里総合センター（３階） 新里支所市民生活課

（☎74‐2212）
7月22日（月）
午前9時～11時 黒保根支所（２階） 黒保根支所市民生活課

（☎96‐2111）

消費生活相談
（消費生活の苦情や相談）

月～金曜日（祝日を除く）
午前9時～午後4時

桐生市消費生活センター
（保健福祉会館４階）

桐生市消費生活センター
（☎40‐1112）

労働相談
 （職場のトラブルに関する相談）

7月5日・19日、8月2日の各金曜日
午前9時～正午 市民相談室（市役所２階） 産業政策課（☎内線564）

ジョブカフェマザーズ
出張相談

（働きたい母親の相談）

7月26日（金）
午前10時～午後２時 保健福祉会館（５階） 産業政策課（☎内線564）

※要予約。産業政策課（☎内線564）で、先着順に受け付けます。相談人数は４人で、１人当たりの相
談時間は45分です。

ぐんま若者サポートステーショ
ン出張相談

（働くことに関する相談）

7月16日（火）

午前10時～午後4時
勤労福祉会館（3階）

ぐんま若者サポートステーション
東毛常設サテライト
（☎0276-57-8222）

※要予約。水・木・金曜日の午前10時から午後6時までと第2・4土曜日の午前10時から午後5時まで
受け付けます。15歳から39歳までの人とその家族が対象です。

子育て相談
（子育て相談に関すること）
児童虐待通報
（児童虐待と思ったら）

月～金曜日（祝日を除く）
午前８時30分～午後５時15分 保健福祉会館（末広町）３階 子育て支援課子育て相談係

（☎43‐2000）

24時間対応 群馬県東部児童相談所（☎0276‐31‐3721）
児童相談所全国共通ダイヤル（☎189「いち・はや・く」）

福祉、介護、教育、育児などの相談には、それぞれの担当課で応じています。
土、日、祝日は、群馬県東部児童相談所を除き、各相談業務、予約の受け付けとも行っていません。

催
し

募
集

ス
ポ
ー
ツ

講
座
・
講
演

広
告
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広報きりゅう令和元年7月号

子育て ナビゲーション

行事 期日 受付時間 対象・内容

保健福祉
会館

（末広町）

３か月児健康診査 8/7（水） 13:15～13:45 平成31年3月16日～4月10日生まれ
７か月児健康診査
ステップアップ！離乳食
絵本を配布（ブックスタート事業）

8/21（水） 13:15～13:45 平成 30年 11月 14日～ 12月 10日生まれ

１歳児かみかみ教室 8/6（火） 　9:30～10:00 平成 30年 8月生まれ

１歳６か月児健康診査 8/19（月） 13:15～13:45 平成 30年 1月 16日～ 2月 8日生まれ

２歳児歯科健康診査 8/29（木） 13:15～13:45 平成 29年 1月 21日～ 2月 22日生まれ

３歳児健康診査
8/5（月） 13:15～13:45 平成 28年 1月 14日～ 2月 7日生まれ

8/30（金） 13:15～13:45 平成 28年 2月 8日～ 3月 3日生まれ

育児相談 8/9（金） 13:30～14:00 小学校入学前のお子さんと保護者

すこやか栄養相談 随時 8：30～17：00 妊婦または子育て中の人（申し込みが必要）

もぐもぐ離乳食 8/28（水） 　9:30 ～ 9:45 生後 5、6か月のお子さんと保護者申し込みが必要で、参加費は 100円です。

新里町
保健文化
センター

3か月・7か月児健康診査
ステップアップ！離乳食
７か月児に絵本を配布（ﾌﾞｯｸｽﾀｰﾄ事業）

8/22（木） 13:15～13:45 平成31年4月26日～令和元年5月22日生まれ（3か月）平成30年12月25日～平成３１年1月25日生まれ（7か月）

１歳児かみかみ教室 8/27（火）　9:30～10:00 平成 30年７月 1日～ 9月 30日生まれ

３歳児健康診査 8/26（月） 13:15～13:45 平成 28年 2月 6日～ 5月 26日生まれ

育児相談 8/8（木） 13:30～14:00 小学校入学前のお子さんと保護者

乳幼児の健康診査など 問い合わせ＝健康づくり課（☎47‐1152）、新里保健センター（☎74‐5550）
　　　　

夏
休
み
中
に
予
防
接
種
を

受
け
ま
し
ょ
う

　
ま
だ
接
種
し
て
い
な
い
人
は
、

早
め
に
受
け
て

く
だ
さ
い
。　

　

特
に
麻
し
ん

は
、
感
染
力

が
非
常
に
強
く
、

重
症
化
す
る
こ

と
も
あ
る
病
気

で
す
。
定
期
接

種
で
受
け
る
こ
と
の
で
き
る
令
和

２
年
３
月
31
日
（
火
）
ま
で
に
必

ず
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
対
象
者
に
は
通
知
と
予
診
票
を

配
付
済
み
で
す
。

　
予
診
票
を
紛
失
し
た
人
や
転
入

し
た
人
は
、
健
康
づ
く
り
課
と
新

里
・
黒
保
根
保
健
セ
ン
タ
ー
で
予

　「食物アレルギーの予防からの授乳・
離乳の支援ガイド」と題した、群馬大学
大学院医学系研究科小児科学分野荒川浩
一教授のお話です。
期日＝７月12日（金）
時間＝午後２時～３時30分
場所＝市民文化会館スカイホールＡ
申し込み＝電話で健康づくり課（☎47‐
1152）へ。

診
票
を
発
行
し
ま
す
の
で
、
母
子

健
康
手
帳
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
＝
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
（
２

期
）
…
平
成
25
年
４
月
２
日
～
平

成
26
年
４
月
１
日
生
ま
れ
、
二
種

混
合
…
小
学
校
６
年
生
、
日
本
脳

炎
…
高
校
３
年
生
相
当

問
い
合
わ
せ
＝
健
康
づ
く
り
課

（
☎
47
１
１
５
２
）

東
部
児
童
相
談
所

巡
回
相
談

　
療
育
手
帳
の
新
規
取
得
、
更
新

の
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

期
日
＝
８
月
７
日
（
水
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所
＝
黒
保
根
町
保
健
セ
ン
タ
ー

申
し
込
み
＝
電
話
で
子
育
て

支
援
課
子
育
て
相
談
係
（
☎

43
２
０
０
０
）
へ
。

発
達
相
談
会

　
心
理
士
が
、
お
お
む
ね
４
歳
以

上
の
お
子
さ
ん
か
ら
中
学
生
ま
で

の
発
達
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま

す
。

期
日
＝
８
月
５
日
（
月
）
・
９
日

（
金
）
・
19
日
（
月
）
・
23
日

（
金
）
・
26
日
（
月
）
・
30
日

（
金
）

時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４

時場
所
＝
保
健
福
祉
会
館
（
末
広

町
）

申
し
込
み
＝
電
話
で
子
育
て

支
援
課
子
育
て
相
談
係
（
☎

43
２
０
０
０
）
へ
。

７
月
の
お
は
な
し
会

　　
来
場
し
た
お
子
さ
ん
の
年
齢
に

合
わ
せ
、
絵
本
や
紙
芝
居
な
ど
の

読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
す
。

●
図
書
館
（
☎
47
４
３
４
１
）

期
日
＝
７
月
13
日
（
土
）
・
18
日

（
木
）
・
27
日
（
土
）

時
間
＝
土
曜
日
は
午
前
11
時
か
ら

30
分
程
度
。
木
曜
日
は
午
前
10
時

30
分
か
ら
30
分
程
度
。

●
新
里
図
書
館（
☎
74
８
０
８
０
）

期
日
＝
7
月
13
日
（
土
）

時
間
＝
午
前
11
時
か
ら
30
分
程
度

桐生市みどり市母子保健
みどり会講演会
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桐生市役所　　☎0277‐46‐1111

桐生っ子パチリいい顔

　市内に居住する３歳まで（申し込み時）の桐生っ
子を募集します。
　申し込み方法など、詳しいことは広報課（☎内
線 506）へ。

工
くどう

藤　蒼
あおと

大ちゃん
１歳 1か月

（宮前町二丁目）

アオトの笑顔はみんな
の癒し♡いつもありが
とう。そして、１歳お
めでとう ^ ^

群馬こども救急相談

☎♯８０００（短縮）

　休日や夜間（翌朝８時まで）
に子どもが急に具合が悪くなっ
たとき、相談に応じます。

　今回のテーマは、「生活リズム」です。
　早寝早起きの正しい生活リズムは、子どもが
健やかに育つための第一歩です。
　朝は毎日、同じ時間に起こし、室内に朝の光
を取り入れましょう。朝の光には、心を穏やか
に保つホルモン「セロトニン」の活動を高める
働きがあり、日中も元気に過ごせるようになり
ます。
　夜は電気を消して早く寝るようにしましょう。
睡眠中は、成長や健康に必要なホルモンがたく
さん分泌されます。成長ホルモンが十分に分泌
されないと、脳や身体の成長に影響を及ぼすこ
とが心配されます。
　食事や睡眠、日中の過ごし方などを工夫しな
がら生活リズムを整え、毎日健康的に過ごせる
ようにしましょう。
　問い合わせは、子育て支援課子育て支援セン
ター（☎46‐5031）へ。

子育てぷらす＋

　ボウリングは気軽に取り組めるスポーツの一
つです。親子で一緒に楽しみながら、夏休みの
思い出を作りましょう。
　小学生だけの参加も可能です。
期日＝８月19日（月）・20日（火）
時間＝午後４時～５時30分
場所＝桐生スターレーン（巴町二丁目）
対象＝市内に居住または通学する小学生とその
保護者
募集人数＝40人（先着順）
費用＝大人1,000円・小学生700円（保険料・
靴代含む）
持ち物など＝汗拭きタオル、飲み物。運動しや
すい服装で参加してください。
申し込み＝７月９日（火）から、直接または電
話で市民体育館（☎54‐5705）へ。

親子ボウリング教室

　ちょっと不思議なおはなしや、怖いおはなし
です。
　子どもから大人まで楽しめます。
期日＝７月27日（土）
時間＝①…午後１時～１時50分（幼児向け）
②…午後２時～３時（小学生向け）
場所＝中央公民館４０３号室
問い合わせ＝図書館（☎47‐4341）

怖いおはなし会
７月27 日（土）

8 月 19 日（月）・20 日（火）
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健康づくり課（☎ 47‐ 1152）、新里保健センター（☎ 74‐ 5550）、黒保根保健センター（☎ 96‐ 2266）

　夏は蚊が発生しやすい季節です。デ
ング熱やジカウイルス感染症などは、
主に蚊を介して感染します。
　植木鉢の皿や空き缶などに雨水がた
まると蚊の発生源となりますので、こ
うした発生源を減らすとともに、虫除
け剤の利用を心掛けましょう。
　 厚 生 労 働 省 の ホ ー ム ペ ー ジ
（https://www.mhlw.go.jp/index.
html）で、デング熱やジカウイルス
感染症に関する情報を掲載しています
のでご覧ください。
問い合わせ＝健康づくり課

期日・場所など

胃がん検診（バリウム） 子宮頸
けい

がん検診

対象 40歳以上の人 20歳以上の女性

検診内容
バリウムによる
胃部エックス線撮影

視診・内診細胞診（頸部）

受付時間 ８：30～ 10：00 13：00～ 14：00

費用

1,000 円
（キノピー検診対象者、
70歳以上は無料）
※申し込みが必要

1,100 円
（キノピー検診対象者、
70歳以上は無料）

７月 10日（水） ‐ 川内公民館

７月 22日（月）
総合福祉センター
（新宿三丁目）

‐

　右表の期日、場所で集団検診を実施します。
　なお、胃がん検診（バリウム）は今年度か
ら事前申し込みが必要です。
●申し込み＝６月 17日（月）から、電話で
健康づくり課へ。
●受付時間＝８：30 ～ 17：00（土、日、
祝日を除く）
　全ての検診で、生活保護世帯、市民税非課
税世帯の人は無料となりますので受付で申し
出てください。
　詳しいことは５月下旬から６月上旬にお送
りした「日程と受け方」でご確認ください。
　問い合わせは、健康づくり課へ。

がん検診

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　
「
元
気
が
出
な
い
」
「
何
も
す

る
気
が
起
き
な
い
」
「
不
安
で
落

ち
つ
か
な
い
」
な
ど
、
こ
こ
ろ
に

悩
み
を
抱
え
て
い
る
本
人
や
家
族

か
ら
の
相
談
に
、
専
門
医
師
が
応

じ
ま
す
。

期
日
＝
７
月
23
日
（
火
）

時
間
＝
午
後
２
時
～
３
時
30
分

場
所
＝
保
健
福
祉
会
館
（
末
広

町
）

申
し
込
み
＝
電
話
で
健
康
づ
く
り

課
へ
。

熱
中
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

　
熱
中
症
の
発
症
者
が
急
増
す
る

７
月
は
「
熱
中
症
予
防
強
化
月

間
」
で
す
。

　
熱
中
症
予
防
の
た
め
、
気
象
庁

が
発
表
す
る
高
温
注
意
情
報
や
、

環
境
省
が
発
表
す
る
暑
さ
指
数
な

ど
の
情
報
を
活
用
し
て
、
暑
さ
を

避
け
る
、
こ
ま
め
に
水
分
を
補
給

す
る
、
集
団
で
活
動
す
る
場
で
は

お
互
い
に
配
慮
し
て
、
こ
ま
め
に

休
憩
す
る
な
ど
の
工
夫
を
し
ま
し

ょ
う
。

　
高
齢
者
や
乳
幼
児
は
、
熱
中
症

に
な
り
や
す
い
の
で
、
特
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

●
熱
中
症
予
防
休
憩
所

　
次
の
と
お
り
、
熱
中

症
予
防
休
憩
所
を
設
け

ま
す
。

期
間
＝
７
月
１
日

（
月
）
～
９
月
30
日

（
月
）
※
各
施
設
の
休

館
日
を
除
く

場
所
＝
市
役
所
２
階
市

民
サ
ロ
ン
、
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
交
流
コ
ー
ナ

ー
（
新
宿
三
丁
目
）
、
新
里
総
合

セ
ン
タ
ー
３
階
ロ
ビ
ー
、
黒
保
根

支
所
２
階
和
室
、
保
健
福
祉
会
館

３
階
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
末

蚊による感染症に
ご注意ください

胃がん検診（バリウム）には
申し込みが必要です

広
町
、
お
子
さ
ん
連
れ
の
人
に
限

る
）
、
各
公
民
館
、
青
年
の
家
ロ

ビ
ー

問
い
合
わ
せ
＝
健
康
づ
く
り
課

熱
中
症
予
防
休
憩
所
を
設
け
ま
す 

市役所２階市民サロン
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け
ん
こ
う
塾

「
２
人
に
１
人
は
か
か
る
時
代
！

″
が
ん
に
つ
い
て
学
ぼ
う
″
」
と

題
し
、
医
師
が
お
話
を
し
ま
す
。

期
日
＝
７
月
18
日
（
木
）

時
間
＝
午
後
２
時
～
３
時
30
分

場
所
＝
保
健
福
祉
会
館
（
末
広

町
）

申
し
込
み
＝
電
話
で
健
康
づ
く
り

課
へ
。

健康づくり課（☎ 47‐ 1152）、新里保健センター（☎ 74‐ 5550）、黒保根保健センター（☎ 96‐ 2266）

※受診の際は各病医院などに事前にお問い合わせください。休日当番医・接骨院は変更になる場合があります。

救急病院案内テレホン ☎ 22 ‐ 0099（24 時間対応）

休日緊急歯科診療所 ☎ 45 ｰ 1397

期日＝日曜日、祝日、年末年始
時間＝午前 10時～午後 2時 30分
場所＝桐生市歯科医師会館（堤町三丁目３‐２、
　　　赤岩橋堤町側交差点付近）
※受診の際は、事前にご連絡ください。

　７・８月　休日当番医   時間：午前９時～午後６時

期日 診療科目 病医院（電話番号） 場所

7月7日
（日）

内・小児科 三丸医院（22‐3419） 宮本町一丁目

内・外科 赤南診療所（74‐8344） 新里町小林

内・呼内・外科、緩和医療 藤井クリニック（20‐3055） 川内町四丁目

14日
（日）

泌・内・小児科 きたむらクリニック（30‐7577）みどり市大間々町

内科 クリニック樹（30‐8808） みどり市笠懸町

神・内科 阿部医院（53‐5411） 相生町一丁目

15日
（祝）

内・小児科 金沢医院（52‐0898） 相生町一丁目

内科 権守内科医院（43‐7757） 堤町三丁目

耳鼻咽喉科 さくら耳鼻咽喉科（76‐1133） みどり市笠懸町

21日
（日）

児・皮膚科 しむらクリニック（52‐5253） 相生町一丁目

外・内・婦・皮膚科 木の実クリニック（46‐6373） みどり市大間々町

内科 まろ医院（44‐6031） 本町三丁目

28日
（日）

小児科 アウルこどもクリニック（70‐2112）新里町山上

内科 菊地医院（45‐2883） 琴平町

眼科 北川眼科医院（44‐1010） 仲町一丁目

8月4日
（日）

内・小児科 飯山医院（76‐9130） みどり市笠懸町

内科 ふじう医院（54‐3851） 広沢町五丁目

産婦・内科 たかのす診療所（65‐9229） 川内町二丁目

７・８月 休日当番接骨院
時間：午前９時～午後３時
※接骨院により時間を延長する場合があります。

期日 接骨院（電話番号） 場所

７月７日
（日）

かしわせ接骨院（43‐6571）本町三丁目

くぼづか接骨院（77‐2112）みどり市笠懸町

14日
（日）

小林接骨院（46‐2038） 東七丁目

髙柳接骨院（72‐2082） みどり市大間 町々

15 日
（祝）

中島接骨院（22‐8555） 宮前町一丁目

NARI接骨院（76‐5005）みどり市笠懸町

21日
（日）

さいとう整骨院（43‐8574）新宿一丁目

ながや接骨院（74‐5938）新里町新川

28日
（日）

周藤接骨院（44‐5827） 境野町二丁目

すわ接骨院（46‐0901） 末広町

８月４日
（日）

鈴木接骨院（46‐3741） 新宿一丁目

吉田接骨院（52‐0606） 相生町二丁目

平日夜間急病診療所 ☎ 47 ｰ 2501

期日＝月～土曜日（祝日を除く）
時間＝午後７時 30分～ 10時 30分
診療科目＝内科、小児科
場所＝桐生メディカルセンター１階（元宿町）

桐
生
厚
生
総
合
病
院　

が
ん

患
者
サ
ロ
ン
「
あ
お
ぞ
ら
」

ミ
ニ
レ
ク
チ
ャ
ー

　
桐
生
厚
生
総
合
病
院
で
は
、
毎

月
第
１
金
曜
日
に
が
ん
患
者
サ
ロ

ン
「
あ
お
ぞ
ら
」
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
サ
ロ
ン
の
活
動
の
一
環
と

し
て
、
「
食
事
と
栄
養
」
と
題
し

た
管
理
栄
養
士
に
よ
る
ミ
ニ
レ
ク

チ
ャ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

期
日
＝
８
月
２
日
（
金
）

時
間
＝
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30

分場
所
＝
桐
生
厚
生
総
合
病
院
５
階

東
病
棟
会
議
室

問
い
合
わ
せ
＝
桐
生
厚
生
総
合
病

院
医
事
課
（
☎
44
７
１
３
０
）
、

同
病
院
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎

44
７
１
６
５
）
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広報きりゅう令和元年７月号

人口と世帯
（５月31日現在）

人口 110,904人（－210人）

男 53,408人（－108人）

女 57,496人（－102人）

世帯 49,757世帯（－52世帯）

（ ）内は前月比

■
編

集
／

総
合

政
策

部
広

報
課

（
☎

内
線

505）
 

■
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
　http://w

w
w

.city.kiryu.lg.jp/
■

発
行

／
桐

生
市

役
所

　
〒

376‐
8501　

桐
生

市
織

姫
町

1‐
1

　
　

　
　

☎
0277‐

46‐
1111　

フ
ァ

ク
シ

ミ
リ

0277‐
43‐

1001
令

和
元

年
７

月
号

 №
1516

今月の表紙
　５月25日（土）・26日（日）、３種
類の自動運転車両を走らせ、地域に
合った移動手段を検証するネットワ
ーク構築実験が市役所構内と公道で
行われました。実験には事前に申し
込んだ市民などが乗車し、自動運転
車両の乗り心地などを体感しました。

納税のお知らせ
固定資産税・都市計画税…第２期
国民健康保険税…第１期

　コンビニエンスストアや銀行などの
ペイジー対応ＡＴＭからも納付可能で
す。口座振替を利用している人は、預
貯金残高のご確認をお願いします。

７月31日（水）が納期限です

　
看
板
な
ど
の
屋
外
広
告
物
は
景

観
を
形
成
す
る
大
き
な
要
素
で
す
。

無
秩
序
に
氾
濫
す
る
と
景
観
を
損

ね
る
ほ
か
、
運
転
者
や
歩
行
者
の

視
界
を
妨
げ
、
重
大
な
事
故
の
一

因
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
適
正
な
屋
外
広
告
物

の
表
示
を
推
進
す
る
た
め
、
違
反

広
告
物
な
ど
を
表
示
・
設
置
し
て

い
る
広
告
主
・
広
告
業
者
や
土
地

所
有
者
に
対
し
て
、
改
善
の
働
き

か
け
や
制
度
周
知
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
次
の
対
象
路
線
沿
線
を
令
和
元

年
７
月
か
ら
調
査
し
、
確
認
さ
れ

た
改
善
対
象
広
告
物
に
対
し
て
、

改
善
要
請
を
文
書
で
行
い
ま
す
。

　
屋
外
広
告
物
の
許
可
地
域
区
分

や
許
可
基
準
な
ど
、
詳
し
く
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
都
市
計
画
課
景
観
係
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
市
民
や
事

業
者
の
皆
さ
ん
に
は
良
好
な
景
観

形
成
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

対
象
路
線
＝
国
道
１
２
２
号
の
う

ち
、
広
沢
町
一
丁
目
交
差
点
か
ら

相
生
町
二
丁
目
交
差
点
ま
で
の
区

間
（
約
２
・
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

改
善
対
象
広
告
物

①
禁
止
物
件
（
道
路
標
識
、
街
灯

柱
な
ど
）
に
表
示
さ
れ
た
も
の

②
必
要
な
手
続
き
を
し
て
い
な
い

も
の

③
設
置
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い

も
の
な
ど

　
問
い
合
わ
せ
は
、
都
市
計
画
課

景
観
係
（
☎
内
線
７
８
９
）
へ
。

屋
外
広
告
物
の
改
善
に

ご
協
力
を

良
好
な
景
観
と
交
通
安
全改

善
へ
の
取
り
組
み
（
流
れ
）

第
一
次
通
知

改
善
期
日
経
過
後
現
地
調
査

第
二
次
通
知

改
善
期
日
経
過
後
現
地
調
査

除
却
・
適
正
表
示

勧
告
書

除
却
・
適
正
表
示

是正なし 是正なし

●

●

●

●

●

●

●

広沢町一丁目
交差点

相生町二丁目
交差点

東武
桐生線 県道桐生

伊勢崎線

渡良瀬川

屋外広告物
改善対象路線計画図

国道
122 号

相生町一丁目
交差点

桐生明治館

新桐生駅

ＪＲ
両毛線

わたらせ
渓谷鐵道 下新田駅

広
告

24
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